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広報いずみさの 平成30年1月号　もくじ 今月の表紙：今月の読者モデルは、
大学の放送学科でアナウンサーを
めざす鍜治　匠さん（左）と、海
外でも活躍できるような助産師を
めざす岡本悠希さん（右）。新成
人代表のお二人には、1月8日㈷
にエブノ泉の森大ホールで開催の
「泉佐野市成人式」で新成人の抱
負を語っていただきます。
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平成30（2018）年1月1日発行

撮影場所：泉佐野ふるさと町屋館

★年始のおもな業務は1月4日㈭から　休み期間中でも急ぎの要件があるときは日直や宿直におたずねください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは広報いずみさの12月号をご覧ください。
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議　

長　

野
口 

新
一 泉

佐
野
市
長　

千
代
松 

大
耕

泉
佐
野
市
議
会

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

あ
け
ま
し
てお

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
議
長　

土
原 

こ
ず
え

泉佐野市消防出初め式泉佐野市消防出初め式
～安全と安心の向上をめざして～

日時　1月7 日㈰ 午前10時～
場所　泉佐野市役所来庁者用駐車場およびその周辺
内容　●消防車や消防職団員、少年・幼年消防クラブ員たちの行進
　　　●一斉放水訓練
　　　●市立第三中学校吹奏楽部の演奏など
問合先　市民協働課
※車で来場される場合は、臨時駐車場の市立中央小学校（会
場までの送迎バス有）をご利用ください。

▶
泉
佐
野
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
イ
ヌ
ナ
キ
ン
」

©ゆでたまご／泉佐野市

今年は
イヌ年だよ！
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　市制70周年、デザインマンホール蓋設置30周年を記念して、本市の公式キャ
ラクター「イヌナキン」を中央に配し、周囲を市の木「イチョウ」の葉と「ギン
ナン」でデザインしたカラーデザインマンホール蓋を新たに１枚製作しました。
そのデザインによる「マンホールカード」を下水道広報プラットホーム（GKP）
と共同制作し、観光交流プラザ「りんくうまち処」にて配布しています。
　また「泉佐野マンホールカード」を入手した人限定で、「りんくうまち処」で
使用できる特産品割引券も併せて配布しています。

 「マンホールカード」とは…下水道事業をより身近に感じていた
だくことを目的に、マンホール蓋の写真・位置情報・デザインの
由来などを記載したコレクションカードのことで、カードごとに
指定された場所に行くと、無料で受け取ることができます。
　これは、公益社団法人 日本下水道協会が事務局を務める「下
水道広報プラットホーム（GKP）」が企画・監修し、各自治体と
共同制作したもので、平成29年12月9日時点で、全国252自治体、
293種類が制作されています。
　全国の「マンホールカード」配布情報については、「下水道広
報プラットホーム（GKP）」のホームページ（http://www.gk-p.
jp/）でご覧ください。

配布場所　観光交流プラザ「りんくう
まち処」（りんくう往来北1番地 りんく
うパピリオ構内 ☎474-2056）
開館時間　午前8時～午後11時　
※12月31日、1月1日は午前10時～午
後6時
休館日　施設点検日
配布方法　1人1枚の手渡しで、無料配
布します。
※配布の際、アンケートにご協力くだ
さい。なお、事前予約や郵送は行って
いませんので、ご了承ください。
問合先　下水道整備課（☎450-2222）

▲マンホールカード 割引券▶

「泉佐野マンホールカード」が誕生！「泉佐野マンホールカード」が誕生！
「りんくうまち処」にて配布中「りんくうまち処」にて配布中

「泉佐野マンホールカード」が誕生！
「りんくうまち処」にて配布中

B「ハト」B「ハト」 C「ルリビタキ」C「ルリビタキ」 D「カワセミ」D「カワセミ」 E「E「ハクセキレイ」ハクセキレイ」B「ハト」 C「ルリビタキ」 D「カワセミ」 E「ハクセキレイ」A「ツバメ」A「ツバメ」A「ツバメ」

本市は平成30年4月1日に市制施行70周年を迎えます。これを記念し、郷土への
愛着を深めることのできるシンボルとして「市の鳥」を制定することになりました。
　あらかじめ泉佐野市がエントリーした5種類の鳥は、どの鳥も泉佐野市でよく見
られるなじみの深い鳥です。みなさん、奮って投票をお願いします。
投票内容　市の鳥と選んだ理由
投票資格　市内在住または在勤・在学の人
投票方法（投票は1人1回）
●フォームから…市ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/seisaku/
menu/citybird.html）より応募フォームに必要事項を入力（右上のQRコードも利用可）
●各施設から…市役所本庁、レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館、J:COM末広体育館（市
民総合体育館）、レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、まちの活性課（南海「泉佐野」
駅前）に設置の投票用紙に必要事項を記入の上投票
必要事項　①鳥の名前（下記A～Eの中から選んでください。） ②選んだ理由 ③住所 ④氏名（フリガナ） 
⑤年齢 ⑥電話番号 ⑦「勤務先名と所在地」または「学校名」　※⑦は市外在住の人のみ
投票期間　1月4日㈭～31日㈬
審査方法・発表　得票数や選んだ理由などを参考にして最終決定します。決定した鳥については、平
成30年4月1日開催（予定）の泉佐野市市制施行70周年記念式典で発表します 。
賞品など　投票いただいた人の中から抽選で30人に、さのぽポイント2,000円分を進呈します。
問合先　政策推進課　※応募者の個人情報は、この目的以外に使用しません。

泉佐野市市制施行 70周年記念泉佐野市市制施行 70周年記念「市の鳥制定」「市の鳥制定」泉佐野市市制施行 70周年記念「市の鳥制定」
抽選で3

0人にさ
のぽポイ

ント

2,000円
分を進呈

！
みなさんの投票をお願いします！みなさんの投票をお願いします！みなさんの投票をお願いします！

◀
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類
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中

◀
５
種
類
の
中

    

か
ら
選
ぼ
う

か
ら
選
ぼ
う
!!!!

◀
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種
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の
中
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選
ぼ
う
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　泉佐野市は、平成30年4
月で市制70周年を迎えま
す。近年は関西国際空港を
通じて、海外から多くの人
が来られています。今日は、
そのような街に住む新成人
のみなさんの視点で、気づ
いたことや率直な意見をお
聞かせください。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

◆
も
し
市
長
だ
っ
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
？

辰
巳　

幼
稚
園
や
小
学
校
で
の
運
動
量
を
増
や
し
て
体

力
向
上
を
図
り
、
給
食
の
残
食
も
減
ら
し
た
い
。

教
育
長　

市
長
は
教
育
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
佐
野
中
学
校
で
プ
ー
ル
建
設
の
工

事
を
行
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
新
池
中
学
校
と
日
根
野
中

校
区 

に
も
建
設
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
小
学
校
に

も
プ
ー
ル
を
順
次
建
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。

服
部　

小
学
校
や
中
学
校
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
重
点
を
置
い
た
英
語
の
授
業
を
実
施
し
た
い
。

教
育
長　

英
語
に
限
ら
ず
「
聞
く
」「
話
す
」
と
い
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
特
に
、

２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
で
も
英
語
が
教
科
と
な
る
こ

と
か
ら
、
泉
佐
野
市
で
も
英
語
教
育
に
力
を
注
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

藤
原　

学
校
へ
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し

て
、
周
り
と
つ
な
が
る
楽
し
さ
を
少
し
で
も
感
じ
と
っ

て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
学
校

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い

て
も
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

小
城
原　

子
育
て
に
関
す
る
補
助
金
を
増
や
す
と
と
も

に
、
そ
の
こ
と
を
市
民
に
し
っ
か
り
と
周
知
し
た
い
。

山
中　

泉
佐
野
市
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
泉
佐
野
市

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市
民
と
話
し
合
う
場
を
多

く
持
ち
た
い
。

真
鍋　

市
役
所
に
お
い
て
福
祉
の
専
門
職
を
増
や
し
、

福
祉
を
充
実
さ
せ
た
い
。

塩
谷　

泉
佐
野
市
の
職
員
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
も
う

少
し
採
用
区
分
や
採
用
枠
を
広
げ
た
い
。

滝
元　

小
学
校
中
学
校
の
９
年
間
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
校
区
編
成
を
考
え
た
い
。

江
川　

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
怖
さ
な
ど
を
教
え
る
と
と
も
に
、情
報
モ
ラ
ル
を
し
っ

か
り
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。

教
育
長　

情
報
モ
ラ
ル
に
関
し
て
は
、
家
庭
や
地
域
の

人
々
も
巻
き
込
ん
で
、
今
後
さ
ら
に
き
ち
ん
と
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

鍜
治　

市
を
あ
げ
て
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
芸
術
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
取
り
組
み
、
芸
術
が
溢
れ
る
街
に
し
た
い
。

市
長　

音
楽
や
芸
術
な
ど
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
々
が

活
躍
で
き
る
場
面
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
街
の
活
性

化
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

◆
泉
佐
野
市
に
関
し
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

鍜
治　

泉
佐
野
駅
か
ら
関
西
空
港
駅
ま
で
の
電
車
の
運

賃
が
高
す
ぎ
る
。

部
長　

関
西
国
際
空
港
建
設
当
時
は
、
土
地
の
値
段
や

建
設
費
が
高
騰
し
、
そ
の
分
が
加
算
運
賃
と
し
て
加
え

ら
れ
て
い
る
た
め
に
通
常
運
賃
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

江
川　

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
の
ビ
ル
に
場
外
馬
券
売
場

が
で
き
る
と
聞
い
た
が
、
治
安
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪

く
な
ら
な
い
か
。

市
長　

ラ
イ
ト
ウ
イ
ン
ズ
と
い
う
馬
券
の
発
売
に
特
化

し
た
施
設
で
、
そ
う
い
っ
た
懸
念
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
Ｊ
Ｒ
Ａ
と
し
て
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

滝
元　

イ
ヌ
ナ
キ
ン
は
ど
う
い
う
経
過
で
生
ま
れ
た
の
か
。

市
長　

泉
佐
野
市
の
特
別
顧
問
で
あ
り
、
日
本
体
育
大

学
理
事
長
の
松
浪
健
四
郎
さ
ん
か
ら
漫
画
家
の
ゆ
で
た

ま
ご
さ
ん
を
紹
介
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
本

市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
現
在
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

山
中　

泉
佐
野
市
に
国
際
空
港
が
あ
る
中
で
、
感
染
症

へ
の
対
策
・
予
防
は
？

藤原　杏 服部 正基 辰巳 七菜小城原 駿太

千代松 大耕　市長

問合先　青少年課（☎469-1106）  

　1月8日の「成人の日」には市内
で約1,200人の若者が新しく大人の
仲間入りをします。成人の日に先立
ち、昨年11月6日に「市長と語る新
成人のつどい」を開催しました。
　上野教育部長の進行のもと、新成
人たちが、市政についての質問・提
言などを身近な話を交え、千代松市
長、奥教育長と熱心に語り合いまし
た。その一部を紹介します。（敬称略・
順不同）

特集

市長と語る新成人のつどい市長と語る新成人のつどい
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表
彰
し
た
り
と
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

真
鍋　

生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
人
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

か
。

部
長　

様
々
な
対
象
者
に
対

し
て
、
面
談
や
家
庭
訪
問
を

通
じ
て
実
態
を
把
握
し
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

必
要
な
医
療
や
福
祉
全
般
を

含
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
自
立
に
向
け
て

の
支
援
や
援
助
の
方
針
を
立

て
て
い
ま
す
。

つどいのまとめ
　みなさんの20歳になった抱負や夢、そして市政に対
する意見など聞かせていただいて、本当に自分の考え
を持っていて素晴らしいなと思いました。
　市長は、泉佐野市を再建し、豊かな街づくりに向けて、

10万市民の先頭に立って、昼
夜を問わず働いてくれていま
す。みなさんもぜひ、その困
難に立ち向かう姿勢を学んで
いただきたいと思います。
　また、これからはいろんな
技術だけでなく、心の豊かさ
もしっかり培っていただいて、
国内はもとより海外での活躍
も期待しております。

20歳を迎えるみなさんへ 問合先　国保年金課
　若い間は、老後の生活について考えることも少ないかもしれません。しかし、だれしも、いつかは年をとり、
退職などで収入がなくなったり、減ったりします。そんなときに、老後の生活を支えてくれるのが「年金」です。
  また、年金は老後のためだけではなく、ケガや病気で身体に障害が残るような状態になった場合や、加入者
が亡くなり、遺族（妻・子）が残された場合にも、年金が生活を支えてくれます。（受給要件あり）
　だれもが将来、年金を受けられるように、20歳になったら必ず公的年金制度に加入することになっています。
会社などに勤務し、厚生年金保険や共済組合に加入している人以外は、国民年金に加入となりますので、国保
年金課で手続きをしてください。
  加入すれば、保険料の納付が必要ですが、経済的な理由などで納付が困難な場合は「申請免除」や「納付猶予」、
学生には「学生納付特例」という制度もありますので、相談してください。

市
長　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
感
染
症
セ
ン

タ
ー
を
持
ち
、
国
と
大
阪
府
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
水

際
で
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
城
原　

今
後
の
泉
佐
野
市
の
方
向
性
を
教
え
て
欲
し

い
。

市
長　

関
西
国
際
空
港
に
一
番
近
い
街
と
い
う
特
性
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
泉
佐
野
市
を
背
負
っ
て
立
っ

て
い
た
だ
く
若
い
み
な
さ
ん
に
、ど
ん
ど
ん
世
界
へ
行
っ

て
見
聞
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、そ
の
た
め
に
、

市
と
し
て
も
青
少
年
海
外
研
修
事
業
な
ど
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤
原　

市
内
で
ホ
テ
ル
が
増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
の

市
と
し
て
の
受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

ホ
テ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
誘
致
に
努

め
、
地
元
の
産
業
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

海
外
か
ら
来
ら
れ
る
人
た
ち
と
市
民
と
の
交
流
の
場
を

設
け
る
な
ど
し
て
、
異
文
化
理
解
に
努
め
た
い
。

服
部　

様
々
な
災
害
に
対
し
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
大
防
災
訓
練
や
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
の
訓
練
な
ど
の
実
施
、
そ
し
て
ハ
ー
ド
面
で

は
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
防
災
公
園
の
建
設
な
ど
を

行
い
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
、災
害
対
策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

辰
巳　

泉
佐
野
市
の
給
食
の
残
食
状
況
に
つ
い
て
知
り

た
い
。

部
長　

今
年
度
の
泉
佐
野
市
の
残
食
率
は
、
中
学
校
で

3.4
％
、
小
学
校
で
6.7
％
に
な
っ
て
お
り
、
中
学
校
も
小

学
校
も
、
こ
こ
３
年
間
で
は
年
々
残
食
率
が
低
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

教
育
長　

食
育
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
給
食
の
献
立
を
募
集
し
た
り
、
泉
佐
野
市
の

郷
土
料
理
を
出
し
た
り
、
ま
た
残
食
の
少
な
い
学
校
を

真鍋 知里滝元 光士郎 塩谷 健太鍜治　匠 江川 真菜実 山中 いつか

奥　真弥　教育長

 特集　市長と語
る新成人のつど

い    
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　　　　　　　　　　　　問合先　市民協働課
　　　　　　　　　　　　ホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/jichi/menu/bou/）

三小地区自主防災連絡会が防災資機材を整備しました
　第三小学校区内の新町防災会、春日町防災会、旭町防災会が連合して防
災活動をするために結成した三小地区自主防災連絡会は、一般財団法人 
自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業を活用し自主防災活動
のための倉庫や資機材などを整備しました。
　三小地区自主防災連絡会では、昨年11月5日の大防災訓練で整備した資
機材を使った訓練を実施しました。資機材は、災害時の初動対応、避難所
運営や防災訓練などに役立てます。
　この助成金は宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入
を財源に（一財）自治総合センターから交付されるもので、コミュニティ
の健全な発展を図ることを目的としています。
 

東日本大震災被災者応援
震災孤児遺児応援金
～2017年度申請者募集～

　愛知ボランティアセンターで
は、東日本大震災で父母を亡く
した子ども達を応援するため、
2011年4月に「震災孤児遺児
応援ワンコイン・サポーターズ
20,000人プロジェクト」を起ち
上げて応援活動を行っています。
　応援してくれるサポーターの
みなさんの銀行口座から、当セ
ンターの銀行口座へ、毎月ワン
コイン（500円）を送金する手
続きをとっていただき、毎年3
月末日までにお預かりした応援
金を震災孤児遺児のみなさんへ
直接お贈りします。
問合先　NPO法人 被災者応援 
愛知ボランティアセンター（☎
052-990-8966 eメール:bora s
en_jimu@aichiborasen.org）
※詳しくはホームページ（http:
//aichiborasen.org/onecoin/）
をご覧ください。

1月17日は「防災とボランティアの日」、1月15日～21日は「防災とボランティア週間」です
　平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災において、各種のボランティア活動および住民の自発的な防災
活動の重要性が広く認識されたことから、「防災とボランティアの日」および「防災とボランティア週間」が設
けられました。
　ボランティア活動は、行政の対応能力を上回る多大なニーズに対応するだけでなく、行政サービスが公平性の原
則に基づくのと異なり、必要なサービス（活動）をもっとも必要としている人に、必要な時に提供するという大き
な特徴があります。この機会をきっかけとして、ボランティア活動への認識を深めるとともに、各家庭の防災対
策は十分なのか、改めて確認してみましょう。

地域の絆づくり登録制度　「避難行動要支援者登録制度」をご存知ですか？
　地域の絆づくり登録制度とは、障害や高齢などで災害時に自力で避難するのが困難な人にあらかじめ名簿登
録をしていただき、協定の締結をした自主防災組織などの地域の支援団体に、その情報を提供することにより、
災害時の避難支援活動や安否確認、また平常時の見守りなどに役立てる制度です。
　対象となる人には、登録用紙などを送付していますので必ず登録の有無を回答してください。また、登録用
紙などが届いていない人でも、災害時に支援を要する人は登録することができますので問い合わせてください。
問合先　市民協働課、障害福祉総務課、高齢介護課

▲河内長野市での活動の様子

【災害ボランティア事前登録者を募集しています】
　泉佐野市社会福祉協議会（社協）では、日頃から
ボランティア活動の支援を行っています。
　また、災害が起こった時には、災害ボランティア
センターを設置し、復興活動の支援にあたる協定を
泉佐野市と結び、定期的な設置訓練を行っています。
   また、災害ボランティア事前登録事業として、災
害が起こった時に活動を希望するボランティアの事
前登録と、登録者への定期的な研修・訓練と交流会
を行っています。事前登録は随時受付していますの
で、問い合わせてください。
問合先　泉佐野市社会福祉協議会・地域福祉グルー
プ（☎ 464-2259）

※昨年10月の台風21号・22号により土砂災害をう
けた河内長野市の被災者支援として、11月10日㈮・
11日㈯の2日間、ボランティアワゴンを運行しまし
た。
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

火災・救急・救助は
～局番なしの☎119番～

携帯電話からも…
局番なしの☎119番

医療機関照会・救急医療相談
救急安心センターおおさか

　☎♯7119
※つながらない場合は

☎06-6582-7119 へ

■「KIXウインターフェスタ2017」開催中！
　関西国際空港では、2月25日㈰まで「KIXウインターフェス
タ2017」と題し、冬にちなんだイルミネーションやイベント
を実施しています。「日本と世界をつなぐ和のあかり」をテー
マに、折り鶴をモチーフとしたオリジナルのイルミネーション
や日本の和柄をモダンにデザインした装飾が空港内を華やかに
彩るほか、墨絵絵ハガキやオリジナル招き猫の作成、着物の着
付けイベントなど、海外のお客様にも日本文化を気軽に体験い
ただけるイベントを開催しています。この冬は、みなさんお誘
い合わせのうえ、ぜひ関西国際空港へお越しください。

■地震津波防災訓練を実施しました
　昨年11月8日㈬、関西国際空港で地震津波防災訓練を実施しま
した。これは、南海トラフ巨大地震（M9.0）の発生により大阪
府に大津波警報が発表された場合を想定して、ターミナルビル
館外の避難場所への避難などを行う訓練で、今年は警察、消防、
医療などの関係機関とともに、約350人の空港スタッフが参加し
ました。関西国際空港は引き続き、お客様の旅を支える安全の確
保と、空港を安心
して利用いただけ
る環境づくりに努
めます。

１
月
26   
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

〜
守
ろ
う 

文
化
財
〜

　

こ
の
日
は
、
昭
和
24
年
に
奈
良
県

法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
（
国
宝
）
が
焼

失
し
た
こ
と
に
伴
い
、
防
火
を
含
む

文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
本
年
で
64
回
を
迎
え
ま
す
。

　

国
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
、
さ
ら
に
油
の
よ
う
な
液

体
が
散
布
さ
れ
る
被
害
な
ど
も
相
次

い
で
い
ま
す
。

　

本
年
も
１
月
26
日
を
中
心
に
、
貴

重
な
歴
史
的
財
産
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化

財
防
火
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
に

徹
底
を
期
す
た
め
、
防
火
診
断
や
消

防
団
と
合
同
で
の
消
防
訓
練
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

も
今
一
度
、
文
化
財
防
火
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
消
防
訓
練
】

日
時　

１
月
21
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1

場
所　

火
走
神
社 

摂
社
幸
神
社
本

殿
・
本
殿
（
重
要
文
化
財
・
泉
佐
野

市
指
定
文
化
財
）

問
合
先　

泉
州
南
消
防
組
合 

市
場

消
防
署
（
☎
４
６
２
・
０
１
１
９
）

小
児
救
急
支
援
ア
プ
リ

（
大
阪
府
版
）

　

大
切
な
お
子
さ
ん
が
突
然
の
病
気

や
ケ
ガ
で
、
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方

が
い
い
？
」
「
近
く
の
医
療
機
関
は

ど
こ
？
」
な
ど
困
っ
た
と
き
は
、

病
気
や
ケ
ガ
の
症
状
を
ア
プ
リ
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
で

も
簡
便
に
そ
の
「
緊
急
性
」
を
判
断

し
、
現
在
地
か
ら
近
い
小
児
科
系
医

療
機
関
（
大
阪
府
内
）
を
案
内
し
、

地
図
を
表
示
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

専
用
ア
プ
リ
で
す
。

　

医
療
機
関
の
ほ
か
、
「
救
急
安
心

セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
や
「
１
１
９

番
」
な
ど
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
電
話
を

か
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
利
用
無
料
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

用
ア
プ
リ
で
す
。
受
診
前
に
は
、
必

ず
医
療
機
関
へ
受
診
で
き
る
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
】

●
「
小
児
救
急
支
援
」
で
検
索

●A
pp Store

ま
た
はG
oogle 

play

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
本
ア
プ
リ
はiPhone

、Android

搭
載
端
末
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
先

泉
州
南
広
域
消
防
本

部 

警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や

業
務
用
エ
ア
コ
ン
を

お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
27
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
お
い
て
、
業
務

用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や
業
務
用
エ
ア
コ

ン
の
使
用
者
は
、
３
ヵ
月
に
１
回
以

上
の
頻
度
で
目
視
点
検
（
簡
易
点

検
）、
大
型
機
器
は
専
門
業
者
に
よ

る
点
検
（
定
期
点
検
）
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導

課
（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
７
０
）

広報いずみさの 平成30年1月号7

泉佐野H30.01月号.indb   7 2017/12/15   10:30:07



市
内
業
者
…
本
市
に
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
本
市
に
住
所
を
有

す
る
（
印
鑑
証
明
書
の
住
所
が
本

市
に
あ
る
）
個
人

市
外
業
者
…
「
市
内
業
者
」
以
外

の
業
者

平
成
30
年
度
市
内
業
者

平
成
30   
・
31   
年
度
市
外
業
者 

入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
の
受
付

　

市
役
所
、
上
下
水
道
局
、
泉
佐
野

市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
、
泉
州
南

消
防
組
合
、
共
通
の
入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
業
務
】

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
供
給
等
、
役
務

提
供
等
（
清
掃
・
警
備
、
そ
の
他
の

委
託
業
務
等
）

【
登
録
の
有
効
期
間
】

●
市
内
業
者
（
１
年
間
有
効
）

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

●
市
外
業
者
（
２
年
間
有
効
）

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

【
申
請
書
な
ど
の
入
手
方
法
】

●
総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
入
札
・

契
約
情
報
」（http://w

w
w
.city.iz

um
isano.lg.jp/kakuka/som

u/
som

u/m
enu/nyusatukeiyak

u/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

※
「
入
札
・
契
約
情
報
」
に
は
、
発

注
予
定
や
入
札
結
果
な
ど
重
要
な
お

知
ら
せ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
１
月
４
日
㈭
〜
２
月
14
日
㈬
（
土・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
総
務
課
で

※
市
内
業
者
に
は
無
料
配
付
。
市
外

業
者
は
、
総
務
課
に
備
え
付
け
の
も

の
を
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
複
写
し

て
く
だ
さ
い
。
複
写
に
は
実
費
が
必

要
で
す
。（
領
収
書
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
）

【
申
請
方
法
】

●
市
内
業
者
…
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。（
持
参
に
限
り
ま
す
。）
２
月
１

日
㈭
〜
14
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く
） 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
に
総
務
課 

契
約
検
査

係
へ

●
市
外
業
者
…
送
付
に
限
り
ま
す
。

封
筒
な
ど
の
表
面
に
「
入
札
参
加
資

格
登
録
審
査
申
請
書
在
中
」
と
明
記

し
、
１
月
４
日
㈭
〜
19
日
㈮
（
当
日

消
印
な
ど
有
効
）
に
〠
５
９
８・８
５

５
０ 

泉
佐
野
市
役
所 

総
務
課 

契
約

検
査
係
へ

問
合
先　

総
務
課
（
☎
４
６
３
・
１
２

１
２ 

Fax
４
５
８
・
１
１
８
７
）

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

官
民
協
働
で
発
行
し
ま
す

 　

市
の
概
要
や
事
業
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
手
続
き
や
窓
口
案
内
な
ど
の
情

報
を
ま
と
め
た
冊
子
「
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働

で
発
行
し
ま
す
。

　

編
集
・
印
刷
・
配
付
に
か
か
る
費

用
は
す
べ
て
広
告
料
で
賄
わ
れ
る
た

め
、
市
は
費
用
負
担
な
し
で
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
月
ご
ろ
に 

５
万
部
を
発
行
し
、
全
戸
に
配
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

市
民
協
働
課

環境美化善行者表彰
　11月24日、地域の環境美化に貢献し、市民の模範となる活動を
している個人・団体に環境美化善行者表彰状を授与しました。
　市では、今後も美しい街づくりのため、環境美化に取り組みます。
みなさんのご協力をお願いします。
被表彰者（順不同）
●羽倉崎福祉ボランティアさん（羽倉崎）［推薦者：羽倉崎町会会長］
●メルシーグリンクラブさん（高松北）［推薦者：高松北町会会長］
●岸本ヤヨイさん（新安松）［推薦者：東羽倉崎南町自治会会長］
問合先　環境衛生課

ふるさと功労者表彰
　この制度は市に多額の寄附を行い、市
政の発展や文化の振興に深く寄与したも
のを表彰するものです。
表彰日　平成29年12月4日㈪
受賞団体　株式会社 コノミヤ
問合先　秘書課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時
停
止
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

１
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬

サ
ー
ビ
ス
の
再
開
予
定　

１
月
25
日

㈭ 

午
前
６
時
30
分
〜

停
止
内
容　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
戸
籍
全
部
事
項
・
個

人
事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写

し
、
個
人
の
市
・
府
民
税
所
得
（
非
）

課
税
証
明
書

問
合
先　

市
民
課
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　

世
帯
で
1
年
間
（
8
月
〜
翌
年
7

月
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
に
死
亡

や
生
活
保
護
の
受
給
を
開
始
し
た
人

は
、
資
格
喪
失
日
の
前
日
ま
で
）
に

支
払
っ
た
「
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
合
計
額
」
が
基
準
額
を

超
え
た
場
合
に
、
申
請
す
れ
ば
そ
の

金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
人

に
は
、
1
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
と
支

給
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
大
阪
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
あ
て
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・
４
７

９
０
・
２
０
３
１
）、
国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
間
納
付
済
額
の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
め
た
国
民
健
康
保
険
料
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得
税
や

市
府
民
税
に
お
け
る
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
中
に
普
通
徴
収
（
納
付

書
・
口
座
振
替
）
で
国
民
健
康
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人
に
年
間
納
付
済
額
の
通

知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
所
得
申
告
の
参
考
資
料
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

国
保
年
金
課

選挙クイズわかるかな？
　投票日に仕事や旅行、レジャーなどの予定が
あって投票できない人のために、期日前投票所
が設置されています。
　泉佐野市では期日前投票所を何ヵ所、設置し
ているでしょうか？
①1ヵ所
②2ヵ所
③5ヵ所
④35ヵ所
問合先
選挙管理委員会

一般競争入札による
条件付市有地売却

　市有地（旧社会福祉センター他）を条件付で売却します。
入札参加には事前に申込が必要です。
所在地　上町一丁目1012番1、同番35、同番37、同番
54
面積　2,730.51㎡
申込・問合先　2月5日㈪～16日㈮（土・日曜日・祝日除く）
に総務課へ
※詳しくは総務課に設置の募集要領をご覧ください。募
集要領はホームページ（http://www.city.izumisano.
lg.jp/kakuka/somu/somu/）からダウンロードもでき
ます。

答え ②
【解説】　泉佐野市では平成28年の参議院議員
選挙から市役所と泉佐野駅前の2ヵ所に期日
前投票所を設置しています。
④の35ヵ所は、泉佐野市における選挙投票日
の投票区投票所の設置数です。

小
・
中
学
校 

平
成
30
年
度

入
学
予
定
者
説
明
会

開
催
日

小
学
校

電
話
番
号

２
月
７
日
㈬

第　

一
４
６
３・１
３
３
１

第　

二
４
６
２・７
７
１
６

第　

三
４
６
２・０
５
６
０

日　

新
４
６
３・
２
２
８
１

北　

中
４
６
２・０
８
７
０

長　

坂
４
６
２・８
６
６
１

日
根
野
４
６
８・０
７
８
９

大　

木
４
５
９・７
３
４
４

上
之
郷
４
６
７・０
１
６
９

長　

南
４
６
６・０
８
２
１

末　

広
４
６
６・１
０
２
１

佐
野
台
４
６
４・０
９
３
５

中　

央
４
６
２・０
６
７
０

開
催
日

中
学
校

電
話
番
号

２
月
１
日
㈭
佐　

野
４
６
４・６
１
７
１

第　

三
４
６
４・６
１
９
１

　

９
日
㈮
新　

池
４
６
４・６
１
８
１

21
日
㈬
長　

南
４
６
５・６
８
８
１

22
日
㈭
日
根
野
４
６
８・０
０
６
１

時
間　

午
後
２
時
〜（
左
記
を
除
く
）

●
新
池
中
…
午
後
１
時
15
分
〜

●
佐
野
中
…
午
後
１
時
30
分
〜

●
長
南
・
日
根
野
中
…

午
後
３
時
30
分
〜

場
所　

各
学
校
（
左
記
を
除
く
）

●
新
池
中
…
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

学
校
教
育
課

駅前
ロータリー

    泉佐野駅
南海線

至 なんば→←至 和歌山

国道26号

府
道
土
丸
栄
線

泉佐野
センタービル 泉佐野

　警察署

コンビニ

篭池公園

泉佐野
商工会議所
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
1月9日㈫・23日㈫ 13:00～17:50
消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）

◎心配ごと相談
月曜日 13:00～16:00
社会福祉センター 2階
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階（問合先：地域包括支
援センター ☎464-2977 Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 2階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日
奇数月 9:30～12:00
偶数月 13:30～16:00 
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:00～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30～20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎463-5933）
月～金曜日 9:00～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～16:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）

泉佐野市出会いの機会創出事業
ミライカレッジ泉佐野

～市の結婚支援イベント 出会いの祭典～
　　　　　　　　　　「出会いたい」気持ちをシンプルに叶える独身者限定の大型イベントです。イベント開催時間中は

出入り自由で、途中参加も大歓迎！気軽に参加できる婚活イベントです。多くの出会いが期待でき、
これからの婚活に役立ちます。
日時　1月27日㈯ 正午～午後4時（受付：午前11時45分～午後3時30分）
場所　スターゲイトホテル関西エアポート4階「鳳の間」（りんくう往来北1）
内容　1対1の個別対面方式のお見合い、女性誌で人気のフォーチュンアドバイザーによる「ソウ
ルメイトの見つけ方セミナー」のほか、全国で活躍する恋活・婚活のプロ講師によるアドバイス
や男女間コミュニケーションの秘訣を伝授します。ひとり親などの再婚支援として個別相談コー
ナーや、ウェディングドレス＆タキシード試着コーナーもあります！
対象　20歳以上の独身男女　　定員　男女各250人（申込多数の場合は抽選）
参加費　800円
申込　「ミライカレッジ泉佐野」公式ページ（http://miraicollege.jp/izumisano/）から
問合先　子育て支援課

特典　参加者（先着100人）に市が発行する地域振興ポイントカード「さのぽ」のポイント500Pを進
呈します（市外の人も持つことができます）。「さのぽ」について詳しくは、広報10月号・12月号をご
覧ください。
※イベント当日は、カードの発行はしませんので、期限内までに当日お渡しする「ポイント預かり券」
とカード発行申込書を観光おもてなしプラザ「泉佐野 まち処」または、さのぽ加盟店に持参してください。 
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 　

税問
合
先　

税
務
課

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
、

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
末
ま
で
に

●
事
業
主
は
従
業
員
の
住
所
地
の
市

役
所
・
町
村
役
場
へ
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

報
告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
の
法
定

調
書
な
ど
に
同
封
し
て
、
昨
年
11
月

上
旬
に
事
業
主
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
総
括
表
と
あ
わ
せ
て
、
１
月
末
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個

人
番
号
・
法
人
番
号
の
記
載
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
報
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
役
所

（
場
）
に
「
個
人
申
告
」
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
市
内
で
事
業
を
営
む
人
は
、
そ
の

所
有
す
る
事
業
用
資
産
を
１
月
末
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

昨
年
１
月
２
日
以
降
に
資
産
の
入
れ

替
え
や
廃
業
、
個
人
か
ら
法
人
へ
の

資
産
の
異
動
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

告
書
の
提
出
の
際
は
、
申
告
内
容
の

平
成
30
年
度
の
市
・
府
民
税

（
個
人
住
民
税
）
の
改
正
点

◆
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
の
創
設

　

健
康
の
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
予

防
と
し
て
一
定
の
取
組（
健
康
診
断
、

予
防
接
種
な
ど
）
を
行
う
個
人
が
、

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す

る
親
族
に
係
る
特
定
一
般
用
医
薬
品

な
ど
（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）

を
購
入
し
た
場
合
、
年
間
１
万
２
千

円
を
超
え
る
部
分
の
額
（
上
限

８
万
８
千
円
）
に
つ
い
て
所
得
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
現
行
の
医
療
費
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
控
除
の
適
用
に
は
、
右
記
の
一
定

の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
（
領
収
書
や
結
果
通
知
な

ど
）
お
よ
び
特
定
一
般
用
医
薬
品
な

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
の
規

定
に
よ
り
、事
業
主
は
原
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
従
業
員
の
市
・
府
民
税（
個

人
住
民
税
）
を
給
与
か
ら
差
し
引
い

て
納
入
（
特
別
徴
収
）
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30   
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

　

大
阪
府
と
府
内
全 

市
町
村
は
、

「
オ
ー
ル
大
阪
共
同
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
択
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
事
業
主
の

み
な
さ
ん
を
特
別
徴
収
義
務
者
に

指
定
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
徹
底
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
29
年
分
の

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

相
談
・
申
告
書
の
受
付　

２
月
16
日

㈮
〜
３
月
15
日
㈭
（
閉
庁
日
除
く
）

※
申
告
相
談
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

場
所　

泉
佐
野
税
務
署

※
開
設
日
前
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
事
前
の
申
告
・
相
談
会
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
前
の
申
告
・
相
談
会
】

日
時　

２
月
３
日
㈯
〜
14
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉

南 

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル　

※
２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
10
日
㈯
〜

12
日
㉁
は
、
近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支

部
が
主
催
し
、還
付
申
告
相
談
の
ほ
か
、

事
業
所
得
や
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
や
贈

与
税
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
す
が
、
申

告
書
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

（
☎
４
６
２・
３
４
７
１
）

不
動
産
の
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

無
料
個
別
相
談
会

　　

平
成
29
年
中
に
不
動
産
を
売
却
し

た
人
を
対
象
に
税
理
士
が
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
㈪
〜
24
日
㈬

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

持
ち
物　

譲
渡
価
格
が
わ
か
る
書
類

（
売
買
契
約
書
、
覚
書
な
ど
）、
譲
渡

し
た
資
産
の
買
入
価
格
や
買
入
時
期

が
わ
か
る
書
類
、
譲
渡
費
用
が
わ
か

る
書
類
（
仲
介
手
数
料
な
ど
の
領
収

書
な
ど
）、
給
与
所
得
の
あ
る
人
は
、

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
お
よ
び
社
会
保

現行 平成29年分以後
上限額が適用さ
れる給与収入 1,200万円 1,000万円

給与所得控除の
上限額 230万円 220万円

今
一
度
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
お
よ
び

償
却
資
産
の
申
告
は
市
税
の
電
子
申

告
（eLTA

X

【
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
】）

で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
市
税
の
電
子
申
告
に

つ
い
て
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
一
般
社
団
法
人 

地
方
税
電

子
化
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

ど
の
領
収
書
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

明
細
書
が
必
要
で
す
。

◆
医
療
費
控
除
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
申
告
時
に
お
け

る
明
細
書
添
付
の
義
務
化

　

こ
れ
ま
で
の
領
収
書
の
添
付
に
代

わ
り
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」「
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
」
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
31
年
分
の
申
告
ま
で
は
従
来

の
領
収
書
の
添
付

も
可
能
で
す
。

◆
給
与
所
得
控
除

の
見
直
し

　

給
与
所
得
控
除

の
上
限
額
が
、
下

表
の
と
お
り
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
税
制
改
正
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
法
令
に
基

づ
く
適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お

願
い
し
ま
す
。

険
料
（
国
民
年
金
、健
康
保
険
な
ど
）

の
支
払
い
を
証
す
る
書
類
、
そ
の
他

の
参
考
と
な
る
書
類

主
催　

泉
佐
野
税
務
署

共
催　

近
畿
税
理
士
会 

泉
佐
野
支
部

場
所
・
問
合
先　

公
益
社
団
法
人 

泉

佐
野
納
税
協
会
（
日
根
野
３
６
８
３

番
地
の
３ 

☎
４
６
２・０
６
３
４
）

※
申
込
不
要
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
接
種
期
間
延
長 

　

今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ

ン
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
費
の
接
種
期

間
を
１
月
末
日
（
指
定
医
療
機
関
の

診
療
日
）
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
免
除
券
（
該
当

者
の
み
）
の
有
効
期
限
も
１
月
末
日

に
な
り
ま
す
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

集
団
が
ん
検
診

申
込
受
付
期
間
の
延
長

　

集
団
が
ん
検
診
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://izum
isano-sanoken

konavi.secure.force.com
/

）

で
の
予
約
に
限
り
、
１
月
25
日
㈭
・

30
日
㈫
の
集
団
が
ん
検
診
申
込
受
付

期
間
を
、
１
月
15
日
㈪
ま
で
延
長
し

ま
し
た
。（
先
着
順
）

 

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

対
象
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

【
歯
周
疾
患
検
診
】

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
結
果
に
基
づ

く
ア
ド
バ
イ
ス

対
象　

受
診
日
当
日
に
、
40
・
50
・

60
・
70
歳
の
市
民

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

直
接
、
歯

周
疾
患
検
診
指
定
医
療
機
関
（
昨
年

の
広
報
６
月
号
に
掲
載
）
へ　

※
受
診
無
料

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

問
診
、
血
液
検
査

対
象　

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

に
相
当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

直
接
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
指
定
医
療
機
関

（
昨
年
の
広
報
５
月
号
に
掲
載
）
へ

※
受
診
無
料

【
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
】

問
診
、
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
骨
量
測

定対
象　

受
診
日
当
日
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
市
民

自
己
負
担
金　

５
０
０
円

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９
・
３
１
１
１
）

い
ず
れ
も

受
診
回
数　

３
月
末
ま
で
に
１
回

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳

（
あ
れ
ば
）

※
自
己
負
担
金
減
免
制
度
あ
り
。
指

定
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
健
康
推

進
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の

地
域
ポ
イ
ン
ト
へ
の
交
換
が

始
ま
り
ま
す

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民
で
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し

て
い
る
人

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
方
法
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

泉
佐
野
市
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
さ
の
ぽ
カ
ー

ド
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
加
盟
店

ま
た
は
健
康
推
進
課
で
発
行
で
き
ま

す
）

交
換
場
所
・
問
合
先　

１
月
16
日
㈫

〜
４
月
27
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
に
健
康
推
進
課
へ

精神保健福祉講座
　こころの病気とはどのような病気で、どのよう
に関わり、接すれば良いのか一緒に考えましょう。
日時　1月31日㈬ 午後1時30分～
場所　社会福祉センター 2階大会議室
テーマ　精神障害と関わる力（より そう精神医療）
講師　南川博彦さん（楓こころのホスピタル院長）
問合先　地域活動支援センター「ルリエ」

（☎050-1559-0531）
※申込不要
　社会福祉センター（社会福祉協議会）は、旧
保健センター跡（中庄）へ移転しました。詳し
くは、広報11月号をご覧ください。

障害理解のための市民向け講座

発達障害理解講座
　分かりづらいと言われる発達障害をどう理解す
るか？ペアレント・メンター（当事者家族）の経
験談を聞いて、発達障害の基礎的な理解と障害特
性について理解を深めましょう。
日時　1月22日㈪
　　　午後1時30分～ 3時30分
場所　たじりふれ愛センター 4階研修室
テーマ
発達障害や発達障害のある人（家族）への理解
問合先　泉佐野市・田尻町自立支援協議会

（障害福祉総務課） 
※申込不要

▲QRコード
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泉佐野元気塾（音楽介護予防教室）
　1月のテーマは「おめでとうソング特集」です。「片足立ちタイム測定」をします。（テーマは毎月かわります）
時間（90分間）　午前の部…10時30分～、午後の部…１時30分～
※別途開始時間の記載がある場合は除く
対象　町会加入の有無にかかわらず、市の介護保険の被保険者であれば、どこの会場でも参
加できます。
定員　各30人
※会場により異なりますので問い合わせてください。
持ち物　飲料水、汗拭き用タオル
※服装は動きやすいもので。開催日時は都合により変更する場合があります。
 参加などに関する問合先
●㈱第一興商大阪支店
　（谷 ☎080-2049-9819　土・日曜日、祝日除く）
●（＊）の会場については各施設へ
担当課　高齢介護課

場　所 開催日
高松四町会館 第2水曜日 午後

鶴原中央住宅集会所 第2木曜日 午前

新家町会館
第2木曜日 午後

大宮町町会館

長滝町会館 第2金曜日 午前

松風台自治会館
第2金曜日 午後

新安松町内会館　

長滝第一住宅集会所 第3火曜日 午前

笠松町内会館
第3火曜日 午後

泉ヶ丘町会館

東羽倉崎南町集会所 第3水曜日 午前

上瓦屋長生会館
第3水曜日 午後

南中岡本町会館

安松町会館 第3木曜日 午前

野々地蔵町内会館
第3木曜日 午後北部市民交流センター（＊）

（☎464-5725）
土丸町会館 第3金曜日 午前

幸町会館
第3金曜日 午後

新町長生会館

高松町総合会館 第4火曜日 午前

新泉ヶ丘集会所
第4火曜日 午後

大木　地域交流棟

鶴原町会館 第4水曜日 午前
南部市民交流センター（長
寿園）（＊）
（☎466-0036） 第4水曜日 午後
元町町内会館

東佐野台会館 第4木曜日 午前

湊町内会会館
第4木曜日 午後

西本町町内会館
佐野公民館（＊）
（☎463-6181） 第4金曜日 午前 

松原団地住宅自治会集会所
第4金曜日 午後長南公民館（＊）

（☎465-0786）

場　所 開催日

羽倉崎町内会会館 第1月曜日 午前
※1月は15日㈪ 午前

春日町町会館 第1月曜日 午後 
※1月は15日㈪ 午後大西町会館

泉陽ヶ丘自治会館 第1火曜日 午前 
※1月は9日㈫ 午前

中庄町内会館 第1火曜日 午後 
※1月は9日㈫ 午後

府営泉佐野佐野台集会所 第1木曜日 午前
※1月は11日㈭ 午前

旭町会館 第1木曜日 午後
※1月は11日㈭ 午後野出町町会館

中町町内会館 第1金曜日 午前

西上町内会館
第1金曜日 午後

新道出町会館

西佐野台町会館 第2月曜日 午前 
※1月は15日㈪ 午前

下瓦屋南ふれあいアスティ 第2月曜日 午後 
※1月は15日㈪ 午後見出住宅集会所

葵町会館 第2火曜日 午前
レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター
（＊）
（☎469-7120）

第2火曜日 午後1時～
※1月は16日㈫ 午後1時～

松原町町会館 第2火曜日 午後

貝田町会館 第2水曜日 午前

久ノ木町内会館 第2水曜日 午後
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

平成29年度 市民競技大会 結果 (敬称略）　

◆バスケットボール
優　勝 準優勝 3　位

一般男子 WILLOWS 愚連隊 PORKER FACE
一般女子 UNBALANCE Olive.Jr BRAVE BEAT

◆陸上
優　勝 2　位 3　位 優　勝 2　位 3　位

小学生男子100m 清水雄登 徳野利三郎 辰上蓮人 中学生女子走り高跳び 日野史那 釜中理衣 荒木芽夢
800ｍ 国本丈司 丹羽草太 新保朔也 砲丸投げ 坂本陽南 西村知里 佐農百華

走り幅跳び 浜元蒼生 鈴木勇雅 五十嵐寛人 4×100m 辻　葵衣 前野優菜 西村知里
4×100ｍ 辰上蓮人 鈴木勇雅 金永悠生 狩谷優芽 辻巻里菜 鈴木美羽

井阪涼太郎 徳野利三郎 原田弦土 小林歩未 大橋瑶生 蔵野花菜子
国本丈司 山原颯太 三崎滉也 奥田柚来 吉本来瞳 斉藤心炉
清水雄登 浜元蒼生 徳島飛鳥 高 校 生・ 一 般 男 子

100m 豊嶋夏輝 向井　颯 辻　大吾
小学生女子100m 尾川美空 宅田愛実 成願夕夏 200m 豊嶋夏輝 大西健太 髙木　楓

800m 金田幸穂 岩本蓮杏 林本七海 400m 髙木　楓 奥田夏生 宇井海翔
走り幅跳び ラブレイス沙良 尾川美空 宅田愛実 800m 岡野勇太 浄閑智広 木村春馬
走り高跳び 山本椛暖 神原祥来 伊藤暖留 1,500ｍ 射手矢　渓 木村春馬 吉次俊輔
4×100ｍ 山本椛暖 福本帆加 山村弥央 3,000ｍ 和田舜平 潮田光紀 安井　裕

尾川美空 成願夕夏 岩本蓮杏 走り幅跳び 上田和也 實川祐太 重野亮太
ラブレイス沙良 神原祥来 村橋彩那 走り高跳び 藤本健二 菅原大夢 石井謙次
宅田愛実 金田幸穂 鉾立菜那 砲丸投げ 荒木久徳 上田和也 竹村伊織

中学生男子100m 中村颯征 藤原彩人 宮本龍弥 4×100m 鶴見奎介 今岡謙介 上田和也
200m 三木湧世 宮本龍弥 末吉祐輝 豊嶋夏輝 田中智稀 薮内　海
800m 原口照規 藤本進次郎 狩谷一心 宇井海翔 岩永里玖 髙木　楓
1,500m 原口照規 藤本進次郎 山根康太 大西健太 福田涼斗 坂東数万

走り幅跳び 三木湧世 中川晃太朗 小林響志朗 高 校 生・ 一 般 女 子
100m 澤田麻一夕 古田咲香 倉矢乙葉

走り高跳び 中村颯征 楠見羽琉 ー 200m 澤田麻一夕 古田咲香 神田留菜
砲丸投げ 藤原彩人 川野　梓 竹田　真 800m 蕨　玲奈 和田華音 ー
4×100m 中村颯征 栗本晃来 古谷将大 1,500m 橋本美栞 和田華音 ー

小左古侑也 宮本龍弥 原口照規 走り幅跳び 中川育実 藤木日菜 能勢山愛那
竹本空悟 丸岡春翔 福西優真 走り高跳び 神田留菜 武田詩桜 大久保涼海
三木湧世 藤本進次郎 横田篤人 砲丸投げ 井上裕美子 小池彩香子 塩谷芽生

中学生女子100m 狩谷優芽 辻巻里菜 藤岡愛渚 4×100m 松本莉央 藤木日菜 神田留菜
200m 狩谷優芽 菅原梨乃 藤岡愛渚 倉矢乙葉 志摩優奈 澤田麻一夕
800m 明貝菜乃羽 向井友里 蔵野花菜子 藤村百花 吉田理紗 塩谷芽生
1,500m 向井友里 明貝菜乃羽 原田愛菜 國土美幸 大橋幹子 竹地明

走り幅跳び 吉原麻里愛 重里愛実 日野史那 共通レース女子400ｍ 志摩優奈 及川櫻月 ー

◆バドミントン
優　勝 準優勝 3　位

団
体

男子1部 関西医療大学 IBL スカイBC、泉州バドA
女子1部 IBL ビスケット えなちゃんラーメン
女子2部 ブルーラケット 山直中学校 佐野三B、佐野中学A

個
人

男子1部 三好・岸部 志賀・父川 中川・春吉、六川・久保
2部 高細・渡辺 角田・米澤 遠藤・宮内、清水・大村
3部 井上・高田 草田・竹山 原口・堀江、吉村・江口

女子1部 高田谷・山野 大濱・松本 小宮・泉本、金田・西田
2部 川崎・辻本 清水・依田 孝口・長田、藤本・西田
3部 大野・尾池 廣岡・田中 玉井・勝、西野・鷺山
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◆柔道
優　勝 準優勝 3　位

幼　年 江見龍哉 新堀希心 ー

小学 1年生 二宮虹太 近藤隼人 衣笠智希

2年生 丹波拓大 平井穂夏 池上暖真

3年生 塩山晴生 塩山湧己 田口慶吾

4年生 根来大翔 朝田　心 平井温蒔

5年生 布木颯汰 相川心音 林　宥吏

6年生 北村有輝 林　大翔 諸井友祐

5・6年生女子 浅田　渚 萬谷来夢 竹原京香

中学1年生男子 石屋侑大 岩崎　剛 菅　順正

2・3年生男子 浅田翔一郎 藤井　魁 ー

1年生女子 衣笠夢奈 横山ふみな ー

2・3年生女子 萬谷あゆ 横山美沙希 ー

一般男子段外 藤井　魁 中谷壮智 太田将基

一般男子有段 前薗　渓 川添将義 尾上依歩城

◆体操
優　勝 2　位 3　位

低学年男子マット 小村亮介 出口将汎 園田健太
とび箱 小村亮介 甲田虎生 春田　盟

園田健太
低鉄棒 甲田虎生 出口将汎 園田健太

低学年女子マット 日昔菜々子 森坂結菜 鈴木温花
とび箱 日昔菜々子 鈴木温花 森坂結菜
低鉄棒 森坂結菜 鈴木温花 瀧本芽生

高学年男子マット 赤坂大樹 村上隼翔 三浦一輝
とび箱 赤坂大樹 村上隼翔 三浦一輝
低鉄棒 村上隼翔 赤坂大樹 三浦一輝

高学年女子マット 岡本梨杏 西村　萌 稲垣有実
池永　逢

とび箱 岡本梨杏 百鳥瑚雪 稲垣有実
低鉄棒 百鳥瑚雪 西村　萌 池永　逢

◆新体操
優　勝 2　位

ボール 角谷理紗 塩谷優月
クラブ 丸尾花梨 木村遼加

フープ・リボン 坪井花歩 ー

◆少林寺拳法
最優秀賞 優 秀 賞 優 良 賞 入　賞

団
体
演
武

小学3年生以下 勝山玲奈
以下6人 ー ー ー

小学4年生以上 丘井駿平
以下4人

細川　茜
以下4人 ー ー

中学生以上 荒木風雅
以下3人 ー ー ー

単
独
演
武

白帯小学1年生 木下吏音 嘉祥寺奏典 ー ー

小学3年生以下 細川　翔 勝山玲奈 兼次桜彩乃 中嶋厚智、道端悠陽、唐金千穂、梶川瑠璃

組
演
武

小学3年生以下 勝山玲奈・
中嶋厚智

細川　翔・
戎野風雅

兼次桜彩乃・
梶川瑠璃 中村涼乃・室谷冴葵

小学4年生以上 勝山龍之介・
細川　茜

荒木空雅・
勝山龍之介

岡田凌太郎・
西出壮佑

丘井駿平・兼次秀弥
兼次倖大・兼次秀弥

中学生 荒木風雅・
細川　亮 ー ー ー

親　子 細川　翔・
細川　誠

兼次秀弥・
兼次秀幸

兼次倖大・
兼次秀幸 ー

一　般 細川　誠・
向井真理子

細川　誠・
神藤大輝

淡路屋勇人
・北川昌志 ー
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第25回 泉佐野市民健康マラソン大会 結果
（敬称略）

種 別 優 勝 2 位 3 位

一般
8㎞

男子 正崎大士 山田悠暉 西　衛
女子 佐竹みつる 柿本憂子 真鍋弥佳

シニア
8㎞

男子 菊元宏利 円句雄彦 木下真治
女子 上林美佐 山本広美 上田真澄

小学生
2㎞

男子 西村篤史 中　和哉 石川悠哉
女子 木下結愛 磯打　笑 福嶋亜依

中学生以上
3㎞

男子 原口照規 藤本進次郎 四方健斗
女子 荒木芽夢 ー ー

北部市民交流センター 体育分館（NHG) 
2017年度 第4期スポーツ教室

～わくわくエアロ教室が始まっています～

期間　1～3月（全10回）
受講料　各コース3,000円
持ち物　体育館シューズ
※服装は運動のできるもので
場所・申込・問合先　受講料を持参し、北部市民
交流センター 体育分館（NHG) 事務室（☎464-
8745 Fax464-8746）へ
※見学・体験もできます。気軽に問い合わせてください。

コ ース名 曜
日 時　間 対象

定員
（先着
順）

リフレッシュヨガ 火 14：00～15：20

16歳
以上

各
30人

わくわくエアロ 木 14：00～15：50
エンジョイエアロ

金
9：30～10：50

はつらつ 14：00～15：20
ヘルスアップ 19：20～20：40

親子
レクリエーション 土 10：00～11：20 親子

（複数可）20組

小学生
バスケットボール 日

10：00～12：00 小学1～6年生 各
30人Jr.サッカー 12：30～14：00 6～10歳

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・ 健康増進センターをご利用ください！
問合先　健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666

http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

J:COM末広体育館会議室・
健康増進センター研修室  利用抽選会

日時　●3月利用分：
　　　　2月2日㈮ 午前9時30分～
　　　●4月利用分：
　　　　3月2日㈮ 午前9時30分～
場所　J:COM末広体育館 会議室
問合先　J:COM末広体育館（☎462-2005）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 600円

（月極 6,000円） 1回 400円
（月極 4,000円）
※小学生以下

利用不可

1回 200円
高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 300円

（月極 3,000円）3歳～中学生 1回 100円
障害者手帳を持っている人は無料

※表示料金はすべて税込です。

利用者 時　間
高校生以上 9:00～20:45（学校水泳実施日は12:00～ )
中学生 9:00～19:00（学校水泳実施日は12:00～ )

身長120㎝以上の小学生 12:00～17:00

◆遊泳時間

※身長120cm未満の小学生・未就学児が遊泳する場合は、保護者（18歳以上）が一緒に入水してください。
　3歳～中学生が保護者（18歳以上）と入水する場合は、9:00～20:45で遊泳可能です。
　学校水泳実施日などは、問い合わせてください。スイミングキャップを必ず着用してください。
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⑭福島県相馬市

⑬京都府京田辺市

特産品相互取扱協定 自治体紹介

●面積：197.79㎢
●人口：35,549人・14,340世帯（平成29年11月1日現在）
●市の花：春サクラ、夏ハマナス、秋キキョウ、冬サザンカ
●市の木：クロマツ
　相馬市は、昭和29年に中村町・大野村・飯豊村・山上村・
玉野村・八幡村・日立木村・磯部村の１町７村の合併に
より誕生しました。福島県の東北端に位置し、西に阿武
隈山地が連なり、東は太平洋に面しています。
　現在重要港相馬湾を開発拠点として、その背後に相馬中
核工業団地を造成し、優良企業の立地促進を図り、福島県
北部沿岸地域の中核都市として着実に進展しています。
　昭和53年に、国の重要無形民俗文化財に指定された相
馬野馬追の祭りが有名であり、相馬市の特産品としては、
青のり、ホッキ貝、ズワイガニ、松葉ガニなどの海産物、
米、梨などの農産物、相馬牛などが知られています。
　相馬市は、長い歴史に培われた文化と伝統を基盤に「未
来に向かって伸び
ゆく 福祉と文化
の都市そうま」を
目指しまちづくり
に取り組んでいま
す。

●面積：42.92㎢
●人口：69,014人・28,748世帯（平成29年11月1日現在）
●市の花：ひらどつつじ　　●市の木：南京はぜ
　京田辺市は、明治39年、田辺村が町制施行により田辺
町になり、昭和26年には大住村、三山木村、草内村、普
賢寺村を編入・統合し、現在の市域となり、平成9年4月
1日、市制を施行し、京田辺市となりました。京都・大阪・
奈良の3都市を結ぶ京阪奈丘陵に位置し、関西文化学術研
究都市の一翼を担う都市として知られています。
　悠々と流れる木津川、生駒山系に連なる甘南備山など
の豊かな自然に恵まれ、全国に誇る特産品がその自然環
境の中で育まれてきました。日本茶や京阪神市場で人気
の田辺ナスや市内の竹林でとれる良質のタケノコなどが、
京田辺市を代表する特産品です。特に、日本茶の最高峰
と言われる玉露は、京田辺
市の穏やかな気候と高い栽
培技術が生み出す一級品と
して有名です。
　京田辺市は、高い利便性
と優れた自然環境を生かし
た「緑豊かで健康な文化田
園都市」を目指し、ひきつ
げる未来を合言葉に「未来
のふるさと京田辺」の創造
に取り組んでいます。

▶平成28年12月22日、
石井明三 京田辺市長（左）
と協定を締結

▶平成28年12月26日、
立谷秀清 相馬市長（右）
と協定を締結

　本市と特産品協定を締結している自治体を
紹介します。  　　　　 問合先　農林水産課

紀の川市

福島県
相馬市

紀の川市

京都府

京田辺市

京田辺市の特産品

相馬市の特産品

玉　露

梨

味　噌

松葉ガニ

たけのこ

米

米

ホッキ貝

な　す

しょうゆ

お茶スイーツ

鶏　卵

えびいも

魚介類

抹　茶

小女子

漬け物

いちご
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◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

一時的保育サービス
　保護者の断続的な就労や傷病などで、急に保育が必要になったときに、
一時的に子どもを保育します。
利用時間　午前8時30分～午後4時30分
利用料　●0～2歳児　1日3,000円
　　　　●3～5歳児　1日2,000円
場所・申込・問合先

園　名 住　 所 電話番号
泉佐野すえひろ 東羽倉崎町9-14 466-0300
なかよし 中庄831-5 464-5010

泉佐野ルーテル 湊3丁目13-11 463-1436
上 之 郷 上之郷1651-1 467-0793
杉 の 子 鶴原1757 464-0379
あ お い 長滝4067 464-3466
ひ ね の 日根野7277 468-0345
清 　 和 高松東1丁目10-16 462-0972
下 瓦 屋 上瓦屋610-1 463-3359
泉 ヶ 丘 鶴原935-3 463-0041
つ ば さ 笠松1丁目2-18 463-3713
ひ か り 南中樫井1065 465-1447
こ だ ま 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴 　 原 鶴原1033 463-0065

※人数に制限があり、利用できない場合があります。

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　1月18日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター (市役所本庁舎
南側)
対象　平成29年1月19日～ 8月19
日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課 

平成30年度
留守家庭児童会

（学童保育）入会
　留守家庭児童会の入会申込を下
記の期間に受付します。
期間　1月9日㈫～2月4日㈰
※1月28日、2月4日以外の日曜日
除く
申込・受付時間
●各留守家庭児童会
月～金曜日：午後2時～ 5時
土曜日：午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワ
サキ生涯学習センター
1月28日㈰、2月4日㈰ 午前10時
～午後4時30分
問合先　日曜日、祝日を除く午前
10時～午後6時に運営受託事業者 
㈱セリオ留守家庭児童会事務局（☎
461-3841）へ
※詳しくは申込用紙をご覧くださ
い。

2月末で終了します
神経芽腫検査

　4ヵ月児健康診査時にお渡しした
小児がん検診「神経芽腫検査（1歳
6ヵ月児対象）」は、平成30年2月
28日をもって終了しますので、希
望する人は早急に大阪母子医療セ
ンターまで郵送してください。（検

査は有料です。）
 問合先　月～金曜日（祝日・年末
年始除く）の午前9時～午後5時に
大阪母子医療センター 臨床検査部
門 神経芽腫検査室（☎0725-57-
4103）へ
※神経芽腫検査キットがない人は、
健康推進課まで母子健康手帳を
持ってお越しください。

栄養相談 (予約制）
　離乳食完成までの子どもの食事
について個別相談をします。
日時　1月17日㈬
　　　午前9時30分～正午
※1人当たり30分
場所　健診センター (市役所本庁舎
南側)
対象　0歳～1歳6ヵ月の子どもと
保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
 申込・問合先　健康推進課

広　

告

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
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報報情情てて育育子子

泉州南部初期急病センター（☎ 464-6040） 
診療科目　小児科・内科　
受付
●木曜日（小児科のみ）…午後7時30分～10時30分 
●土曜日…午後5時30分～8時30分 
●日曜日、祝・休日…午前9時30分～11時30分、午後0時30分～4
時30分 

毎月19日は「食育の日」
　だし・スパイス・かんきつ類で、
美味しく減塩しよう。
問合先　健康推進課

3回食の頃からの
離乳食講習会(予約制）

　鉄分が不足する頃です。上手に
鉄分を摂れる、手づかみ食べのメ
ニューを紹介します。
日時　1月15日㈪
　　　午後1時～2時15分
場所　次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※「スタートの頃から」の次回は2
月実施予定。講習会後、 赤ちゃん
相談会もしています。体重計測が
自由にできます。

麻しん・風しん
混合ワクチン（MR）予防接種
　この予防接種は、将来、進学・就職・
海外への修学旅行や留学の時など
に必要になる場合があるだけでな
く、麻しん（はしか）や風しんにか
からない、他の人にもうつさないた
めにも大変重要です。免疫を高める
ために接種を受けましょう。
　麻しん（はしか）または風しん
の病気にかかったことのある人も、
より免疫を高めるためにこの予防
接種を受けることができます。
※かかったことが確実で単独のワ
クチン接種を希望される場合は、
問い合わせてください。
対象
●MR1期…1歳の誕生日の前日～
2歳の誕生日の前日
●MR2期…平成23年4月2日～平
成24年4月1日生まれの人は、平成
30年3月末までの接種期間（各医
療機関の接種日により異なる）
※この期間を過ぎると定期接種と
して接種することができません。
任意接種（全額自己負担）で受け
る場合は、接種費用が約1万円必要
となり健康被害を受けた場合の対
応も異なります。
問合先　健康推進課

こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられ
るような「こどもの居場所」を提
供します。また、こども食堂では
子どもたちに提供する食事の調理
に協力いただける飲食店や、催事
の運営に協力いただけるボラン
ティアスタッフを募集しています。
興味のある人は、下記までご連絡
ください。
日時　毎週月・水・金曜日
　　　午後3時～7時
場所　うちカフェ
　　　（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス（中
村☎090-6238-2345 eメール：
info@the3rdplace.jp）

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ
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　市民のみなさんに市政へのご理解ご協力をいただくため、市では毎年市職員の給与などを公表しています。
　なお、給与などの額は税・保険料などの各種控除前の額で、いわゆる手取額ではありません。
　また、本市では、平成23年7月～平成27年3月に8～13％、平成27年4月～平成32年3月に4～9％、職員給
料を減額しています。

問合先　人事課 

人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

平成29年3月末日現在 歳出額　（A） 実質収支 人件費　（B） 人件費率（B/A）

平成28年度 100,767 人 57,936,158 千円 55,171 千円 5,206,281 千円 9.0％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含みます。　　　（参考）平成27年度人件費率9.1％

部門別職員数の状況（各年4月1日現在）　　　　　（単位：人）
区 分 職 員 数 対前年

増減数 おもな増減理由平成28年 平成29年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5
総　　務 91 95 4 事務事業・体制の見直し
税　　務 40 37 △3 事務事業・体制の見直し
民　　生 150 148 △2 事務事業・体制の見直し
衛　　生 33 42 9 権限移譲に伴う体制の見直し
農林水産 14 13 △1 事務事業・体制の見直し
商　　工 10 11 1 事務事業・体制の見直し
土　　木 59 56 △3 事務事業・体制の見直し
小　計 402 407 5

部
門

特
別
行
政

教　　育 63 67 4 任期付教員（小学校）の増員
小　計 63 67 4

普通会計 計 465 474 9

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　道 24 23 △1 事務事業・体制の見直し
そ の 他 52 51 △1 事務事業・体制の見直し
小　計 76 74 △2

合　計 541 548 7

　市職員の給与は、地方公務員法で
定められた3つの原則を基準に、市
の条例で定めています。
①職務給の原則
　給与は「職務と責任」に応じて決定
※本市の場合は、上記「一般行政職
の級別職員数」のとおり
②均衡の原則
　給与は「生計費」「国・地方公共
団体の職員の給与」「民間事業従事
者の給与」などを考慮し決定
③条例主義
　給与額・勤務時間・その他の勤務
条件は、住民の代表である議会の議
決を経て、条例で定める

職員構成
（平成29年4月1日現在・[　]は平均年齢）

一般行政職の級別職員数
（平成29年4月1日現在）

職員数職員数
548人548人

［45.6歳］［45.6歳］
100％100％

職員数職員数
373人373人
100％100％

【
注 

意
】

●
泉
佐
野
市
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分

別
職
員
数
で
す
。

●
（ ）
内
は
各
級
の
代
表
的
な
職
名
で
す
。

●
１・
２
級
は
経
験
年
数
な
ど
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

一般行政職一般行政職
（事務・技術など）（事務・技術など）
373人373人
［48.0歳］［48.0歳］
68.1％68.1％

特定任期付職員 特定任期付職員 1人1人
［56.0歳］0.2％［56.0歳］0.2％

福祉職福祉職 53人 53人
［37.5歳］9.7％［37.5歳］9.7％

税務職税務職 37人 37人
［43.4歳］6.7％［43.4歳］6.7％

医療技術職医療技術職 5人 5人
［44.1歳］0.9％［44.1歳］0.9％

看護師・保健師看護師・保健師 12人 12人
［43.4歳］2.2％［43.4歳］2.2％

技能・労務職技能・労務職 14人 14人
［49.8歳］2.5％［49.8歳］2.5％

教育職教育職 30人 30人
［35.4歳］5.5％［35.4歳］5.5％

水道企業職員水道企業職員 23人 23人
［49.9歳］4.2％［49.9歳］4.2％ 7級（部長）7級（部長）

25人 6.7％25人 6.7％

8級（政策監）8級（政策監）
8人 2.1％8人 2.1％

6級（課長）6級（課長）
54人54人
 14.5％ 14.5％

5級5級
（課長代理）（課長代理）
100人  100人  
26.8％26.8％

4級（係長）4級（係長）
92人 24.7％92人 24.7％

3級（主任）3級（主任）
70人70人
 18.8％ 18.8％

2級（係員）2級（係員）
13人 3.5％13人 3.5％

1級（係員）1級（係員）
11人 2.9％11人 2.9％

市　職　員　の　給　与

給与を決める三原則
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平均給料月額 
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
市 338,138円 48.0歳
国 330,531円 43.6歳

技能・労務職
市 322,951円 49.7歳
国 286,833円 50.6歳

経験年数別・学歴別平均給料月額 

区　分
経　 験　 年　 数

10年 15年 20年

一 般
行政職

大
学
卒

239,808
円

263,808
円

277,920
円

高
校
卒

220,128
円

245,280
円

267,840
円

技 能・
労務職

高
校
卒

220,128
円

245,280
円

267,840
円

※経験年数とは、採用後の年数（卒業後直ちに
採用され引き続き勤務している場合）です。

一般行政職の初任給 
区　分 初 任 給

大学卒
市 179,136円
国 178,200円

高校卒
市 151,008円
国 146,100円

特別職の報酬等
区　分 給料月額

（減額措置後） 期末手当の支給割合

給　

料

市 長 860,000円
（516,000円＊1）

平成28年度
6月期  2.025月分
12月期 2.275月分
平成29年度
6月期  2.075月分

副市長 740,000円
（481,000円＊1）

教育長 660,000円
（462,000円＊1）

水道事業
管理者

640,000円
（448,000円＊1）

報　

酬

議 長 620,000円
（558,000円＊2）平成28年度

6月期  2.025月分
12月期 2.275月分
平成29年度
6月期  2.075月分

副議長 580,000円
（522,000円＊2）

議 員 550,000円
（495,000円＊2）

退職手当
区 分（一部） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分  25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分      49.59月分
最高限度 49.59月分      49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置2～30％加算
1人あたり平均支給額 13,667千円  20,717千円
注意
●退職手当の支給割合は市と国とで同じでした。
●「1人あたりの平均支給額」は、平成28年度に本市を退職し
た全職種に係る職員に支給された平均額です。
●「勧奨」とは、高齢職員などに対し、職員の新陳代謝の促進
および人事の刷新などを図るため、勇退を勧奨し、これに応
じて退職した場合をいいます。

職員手当　※［　］は国の基準
手当の種類 内　容

扶養手当
●配偶者10,000円
●扶養親族1人につき子8,000円、父母等6,500円
●満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
扶養親族である子への加算1人につき5,000円

地域手当（給料＋扶養手当＋管理職手当）×6％ 平成28年度1人あたり平均支給年額 260,179円

管理職手当

●政策監　　85,000円
●部長　　　60,000円～80,000円
●次長　　　50,000円～60,000円
●課長　　　45,000円～55,000円
●課長代理　30,000円～40,000円

通勤手当

交通機関
利用者

月額55,000円を限度とし全額支給 
※支給方法は6ヵ月定期券などの価
額を一括支給

交通用具
利用者

用具に応じ 28,500円［28,500円］
を上限として支給

住居手当

借
家
月額12,000円を超える家賃を支払っている場合
に27,000円［27,000円］を上限として支給

持
家支給なし［支給なし］

時間外勤務
手当

管理職を除く職員対象
平成28年度支給総額 99,536千円
（1人あたり平均支給年額 324千円）

特殊勤務
手当 平成25年4月1日～廃止

期末・勤勉
手当

支給時期 市 国

平成28年度
  6月期 2.025月分 2.025月分

12月期 2.275月分 2.275月分

平成29年度   6月期 2.075月分 2.075月分

職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

いずれも平成29年4月1日現在の状況です。

＊1…平成23年6月～平成32年3月の支給額
＊2…平成27年4月～平成30年5月の支給額
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

つ
い
て

　

平
成
28
年
12
月
に
「
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
部
落

差
別
解
消
推
進
法
）」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日

本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部

落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
部
落
差

別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
を

ふ
ま
え
、
引
き
続
き
部
落
差
別
の
解

消
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
違
い
を
認
め
合
い
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課 

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

あ
い
あ
い
講
座

「
子
ど
も
の
安
心
が

地
域
を
活
か
す
」

〜
子
ど
も
の
権
利
条
約
よ
り
〜

　

子
ど
も
の
虐
待
・
い
じ
め
・
貧
困

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
権
利
保
障

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
参
加

型
学
習
で
共
に
気
づ
き
、
よ
り
良
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
㈮

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
野
真
由
美
さ
ん
（
え
ん
ぱ

わ
め
ん
と
堺
／
Ｅ
Ｓ
代
表
理
事
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
25
日
㈭
ま
で

に
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ｅ
メ
ー

ル
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
年
代
、
講
座
名
を
記
入
）

で
人
権
推
進
課
へ 

※
受
講
無
料

　

動
脈
硬
化
や
心
臓
で
で

き
た
血
塊
（
血
栓
）
が
原
因

で
脳
血
管
が
閉
塞
し
、
脳

に
血
液
が
届
か
な
く
な
り

壊
死
し
て
し
ま
う
「
脳
梗

塞
」。
脳
梗
塞
を
発
症
し
て

す
ぐ
の
治
療
と
し
て
、
rt

‐
PA
（
組
織
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
活
性
化
剤
）
の
使
用
開

始
（
２
０
０
５
年
）
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
点
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
最
も
問
題
な
の
は
時

間
の
制
限
で
、
発
症
か
ら
4.5
時
間
以
内
に
治
療
を
開
始
し

な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
抗
凝
固
剤
（
血
を
サ
ラ
サ
ラ

に
す
る
薬
）
を
内
服
中
や
過
去
の
脳
出
血
・
肝
不
全
の
患

者
さ
ん
に
は
使
用
で
き
な
い
な
ど
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
２
０
１
３
年
頃
か
ら
新
し
い
脳
梗
塞
治
療
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
「
ス
テ
ン
ト
型

血
栓
回
収
デ
バ
イ
ス
」
で
す
。
こ
れ
は
閉
塞
し
た
脳
血
管

に
ス
テ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
網
目
状
の
筒
を
挿
入
し
、
血
栓

を
絡
め
取
っ
て
血
管
を
再
開
通
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
装
置
を
使
用
す
る
と
80
％
以
上
の
例
で
再
開
通

が
認
め
ら
れ
、発
症
か
ら
８
時
間
ま
で
治
療
が
可
能
で
す
。

既
往
歴
や
内
服
薬
の
制
限
も
少
な
く
、
rt
‐
PA
治
療
適
応

外
の
患
者
さ
ん
の
中
で
も
、
使
用
で
き
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。当
院
で
は
い
ち
早
く
こ
の
治
療
法
を
取
り
入
れ
、

今
で
は
大
阪
府
内
で
五
指

に
入
る
症
例
数
を
誇
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
患
者
さ
ん
の
状
態

に
合
わ
せ
て
、
最
も
適
切

な
医
療
を
提
供
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
脳
梗

塞
を
疑
う
症
状
が
あ
れ

ば
、
た
と
え
時
間
が
経
っ

て
い
て
も
諦
め
ず
に
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
回
復
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

必
要
で
な
い
薬
を

服
用
し
て
い
る
状
態

の
こ
と
を
「
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と

言
い
ま
す
。例
え
ば
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
症

で
内
科
、
腰
痛
で
整

形
外
科
、
白
内
障
で
眼
科
と
い
っ
た
具
合
に
複
数

の
医
療
機
関
に
か
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
薬
が
処
方

さ
れ
た
場
合
に
、
同
じ
薬
効
の
薬
が
重
複
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
薬
を
５
種

類
以
上
飲
む
と
転
倒
の
発
生
が
多
く
な
り
、
６
種

類
以
上
飲
む
と
副
作
用
の
発
現
す
る
リ
ス
ク
が
特

に
高
く
な
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
だ
け
で
な
く
健
康
食
品
を
飲
ま
れ
る
人
も
増
え

て
い
て
、
一
緒
に
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
わ

ぬ
副
作
用
が
発
現
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
飲
み
合
わ
せ
（
相
互
作
用
）
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ご
自
身
の
服

用
（
使
用
）
し
て
い
る
薬
の
名
前
、
用
量
、
用

法
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
局
で

は
、
飲
ま
れ
て
い
る
薬
に
関
す
る
情
報
を
記
載
し

た
「
お
薬
手
帳
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、病
院
、

薬
局
に
行
か
れ
る
時
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
が
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
防
ぎ
ま
す
。
ま

た
、
飲
み
忘
れ
な
ど
で

余
っ
て
し
ま
っ
た
「
残

薬
」
は
捨
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
医
療

費
の
無
駄
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
、

薬
剤
師
が
余
っ
た
薬

の
数
を
調
べ
て
日
数

調
整
を
し
ま
す
の
で
、

残
薬
は
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
（
返
金
は
で

き
ま
せ
ん
）。 

薬
剤
科

薬
剤
科
部
長　

森
朝
紀
文

脳
神
経
外
科

高
度
脳
損
傷
・
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長

脳
神
経
診
療
部
長 

兼 

救
急
脳
神
経
外
科
部
長　

萩
原　

靖

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

春節（しゅんせつ）
　みなさんご 存知かと思いますが、中国は旧暦でお祝いする習慣
があり、毎年元旦（新暦の1月1日）が過ぎてからしばらくすると、
今度は旧暦のお正月「春節」がやってきます。この日から1週間の
連休が始まります。
　春節になると、学校や会社はもちろんレストラン、商店、市場
も軒並みお休みです。みんな、地方の実家に帰ります。大晦日の
夜は、一家だんらんの大切な時で、家族みんなが集まって、年越
しのごちそう「年夜飯（ネン イェ ファン）」に舌つづみを打ちます。

一晩中、一睡もせず新年を迎える人も多く、これを「守歳
（シュウ スィ）」と呼びます。また、堤灯をつるし、五色の
布を飾り、街中のあちこちで爆竹を鳴らし、花火を打ち上げ、
春節を祝います。東南アジアや香港では、小さなミカンが
たくさんなった木に赤いお年玉袋をつり下げた「大吉大利
（ダ ジ ダ リ）」が街中で見かけられます。
　春節には親戚や友人知人、仕事上の付き合いのある人な
どの家を訪問し、お祝いの挨拶を述べ、名刺代わりの挨拶
状（年賀状の原形）にめでたい言葉が書かれた「拝牌（グァ 
パイ）」を渡します。もっとも最近では、インターネットで
グリーティングカードを送るということも珍しいことではなくなってきました。子どもたちが一番楽しみに
しているのが、「紅包（ホン バウ）、圧歳銭（ヤ スイ チィン）」と呼ばれるお年玉です。

【春節の挨拶の言葉】
●恭喜發財（ゴン シ ファ ザイ）…財産がたまるように恭しく喜びましょう
●千金百順（チ ジン バイ スン）…財を成し豊かになることから、家族の幸せ
と願い事がかなうように
●新年快楽（シン ネン クァ ロウ）…楽しい一年を
●新年万事如意（シン ネン ワン ス ル イ）…自分が思った通りの一年を
●新年心想事成（シン ネン シン シャン ス ツン）…自分の思う事が実現できる
ように

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

市
民
公
益
活
動
団
体
紹
介

問
合
先　

市
民
協
働
課

み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
隊

　

私
た
ち
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
隊
」
は
、
泉
佐
野
市
や
南
大
阪
の
魅

力
を
発
掘
・
創
出
し
、
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
で
そ
の

魅
力
を
地
域
内
外
に
発
信
し
、「
み
ん
な
が
き
ら
め
く
ま
ち
」
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
大
木
地
区
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
そ
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
大
木
の
重
要
文
化
的
景
観
に
指

定
さ
れ
た
、
歴
史
あ
る
美
し
い
農
村
景
観
を
バ
ッ
ク
に
、
国
史
跡
日
根
荘

遺
跡
に
指
定
さ
れ
た
神
社
仏
閣
に
て
１
日
限
定
の
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
、
大
木
の
美
し
い
水
で
育
っ
た
ふ
っ
く
ら
お
い
し
い
大
木
米
を

育
て
る
参
加
型
の
体
験
活
動
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
み
ん
ま
ち
活
動
へ
の
参
加
の
お
願
い
】

●
実
ら
せ
隊
…
年
会
費
１
口
１
，
０
０
０
円
〜
。
田
植
え
体
験
・
稲
刈

り
体
験
の
１
人
無
料
優
待
券
＆

収
穫
し
た
大
木
米
の
か
わ
い
い

キ
ュ
ー
ブ
１
個
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
特
典
は
口
数
に
比
例
し
ま
す
。

●
応
援
隊
…
私
た
ち
が
展
開
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
す
！
（
カ
フ
ェ
、

田
植
え
、
稲
刈
り
、
広
報
活
動

な
ど
）

●
広
報
支
援
隊
…
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
活
動
を
ご
覧

い
た
だ
く
形
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

（https://w
w
w
.facebook.com

/m
inm
achi

2016/

）

問
合
先　

袋
谷

（
ｅ
メ
ー
ル
：m

inm
achi2015@

gm
ail.com

） 

※市民公益活動団体については、市のホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/）をご覧ください。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
に
登
録
さ
れ
た
市
民
公
益
活
動
団
体
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▲大木米を実らせ隊の活動のようす

今月の中国語…新年好（シン ネン ハゥ）：新年おめでどうございます

▶
国
際
交
流
員
の
趙　

鑑
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学 校 園 紹 介

学
校
食
育
研
究
会
に
つ
い
て

　第三中学校では、地域のみなさんと生徒達とが一緒に取
り組む活動が多くありますが、その一部を紹介します。
　まず、朝のあいさつ運動です。
毎週火曜日と金曜日、生徒の登校
時に、民生委員児童委員さん達
が本校の正門であいさつをしな
がら生徒達を見守っていただい
て います。お陰様で生徒達もしっ
かりとあいさつをしたり、時に
は笑顔で頭を下げたりと、良い
習慣が身についてきています。また、時期によっては生徒
会役員・学級役員達も一緒にあいさつ運動に加わり、あい
さつの大切さを定着させようとしています。
　次に、毎年夏休みに地域
のみなさんと一緒に地域清
掃活動（本校では「夏ボラ」
と呼んでいます）を実施し
ています。日ごろお世話に
なっている地域への恩返し
の機会として、夏休みの土
曜日の午前中に週毎の清掃
場所を決め、本校周辺をはじめ、井原里駅周辺や鶴原駅周
辺、長坂小学校周辺などの清掃活動に取り組んでいます。
PTAや青少年指導員をはじめ、多くのみなさんに参加して
いただいています。
　最後に、ニコニコサポーターという活動があります。保
護者や卒業生の保護者で構成され、プランターへ花苗を植
え、必要箇所へ配置するほか、花壇の整備や清掃などの活
動をしていただいています。活動後は、交流会で情報交換
などを行っています。花の絶えない学校に、来校者からは
「心が和みますね」「ほっとしますね」などの声をお聞きし
ています。
　今後も地域のみなさんにお力添えをいただき、生徒達の
活動を発展させていきたいと考えています。

　日新小学校では、生活目標
を「あいさつの声が響く学校
にしよう」としています。そ
の目標達成のために、放送委
員会では毎朝の放送で、今日
の予定を連絡した後「あい
さつの声が響く学校にしよ

う！」と呼びかけています。また、代表委員会では定期的
に登校時に正門などに立ち「おはようございます」と声を
かけるあいさつ運動に取り組んでいます。
　また、児童会活動の一環として、体育・集会・放送など
11の委員会が毎月1回の定例活動を行っています。それに
加え、児童が自分たちで自主的に考え企画立案し、始業前、
休憩時間、放課後などを利用して行っている「常時活動」
が、どんどん活発になってきました。
　例えば、体育委員会は昼
休みに体育館で「跳び箱教
室」を行い、跳ぶのが苦手
な子どもに高学年の児童が
丁寧に指導していました。
異年齢の交流も深まり、跳
べるようになった時には、
教えてもらった児童だけで
なく、教えた児童も一緒に
なって喜ぶ姿がとても素敵
でした。
　他にも、飼育委員会のコ
イやニワトリの「えさやり
体験」、保健委員会の「清潔
検査」、安全美化委員会の「名
札忘れチェック」など、自
主的な活動が活発に行われています。
　これらの活動を通して、健全な自主性と豊かな社会性を
どんどん育みたいと思 います。

NO
W

NO
W

NO
W

い
ず
み
さ
の

なぅなぅ

問合先
学校教育課

地域のみなさんに支えられ
～第三中学校～

自主的な活動が活発に
～日新小学校～

　

近
年
、
偏
っ
た
食
事
や
朝
食
の
欠

食
な
ど
、
食
生
活
の
乱
れ
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
、
平
成

18
年
に
食
育
推
進
基
本
計
画
が
制
定

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
に
お
い
て
も
積
極
的
に
食
育
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
「
学

校
食
育
研
究
会
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
学
校
食
育
研
究
会
の
目
的
は
、

学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
・

取
組
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
行

い
、
各
学
校
に
お
け
る
食
育
を
組
織

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

学
校
食
育
研
究
会
に
は
、
各
小
中
学

校
・
こ
ど
も
園
の
教
職
員
や
栄
養
教

諭
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校

園
長
会
か
ら
代
表
の
校
園
長
や
、
市

教
育
委
員
会
か
ら
指
導
主
事
も
参
加

し
、
各
学
校
園
に
お
け
る
食
育
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
各
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ

は
、「
食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う
」「『
い

た
だ
き
ま
す
』
か
ら
『
ご
ち
そ
う
さ

ま
』
ま
で
」「
旬
の
食
べ
物
を
知
ろ
う
」

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心

や
意
欲
に
つ
な
が
る
取
組
を
、
各
学

校
園
の
実
態
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ナ
ー
へ
の
取
組

と
し
て
は
「
給
食
委
員
会
が
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
」
や
「
マ
ナ
ー

に
関
す
る
劇
や
ク
イ
ズ
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
「
お
は
し
名
人
カ
ー

ド
」
や
「
表
彰
状
」
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
自
身
の
頑
張
り
を
実
感
で
き

る
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
残
菜
を
減
ら
す
た
め
の
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
り
、
食
材

の
よ
さ
を
伝
え
た
り
と
各
グ
ル
ー
プ
・

各
学
校
園
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。
交
流
会
で
取
組
の
内
容
や
進
め
方

を
協
議
し
な
が
ら
進
め
、
年
度
末
に

は
学
校
食
育
研
究
会
で
各
グ
ル
ー
プ

の
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
し

合
い
、
内
容
や
成
果
・
課
題
を
共
有

し
次
年
度
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
取
組
の
協
議
や
共
有
の
他
に

も
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

中
か
ら
食
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
抜
き

出
し
、
国
や
市
の
状
況
の
分
析
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
学
校
園
に
お
け
る
取

組
や
啓
発
の
推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、

食
と
学
習
や
生
活
な
ど
と
の
関
連
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
家
庭

の
協
力
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
、
今
後
も
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
1日㈷～4日㈭、9日㈫、15日㈪、22日㈪、25日㈭、29日㈪は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、2日㈫～4日㈭、9日㈫、25日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 17日 7日
28日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 5日
26日 16日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 17日 7日
28日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 5日

26日 16日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 17日 7日
28日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 19日 9日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 10日
31日 21日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 19日 9日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 10日31日 21日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前 20日 10日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 24日 14日 1時25分～2時25分 貝田町会館 20日 10日 2時30分～3時10分

北部市民交流セン
ター本館 24日 14日 2時45分～3時45分 新家町会館 20日 10日 3時30分～4時30分

上之郷小学校裏門 18日 15日

木

1時10分～2時10分 樫井西町若宮神社境内 6日
27日 17日 1時00分～2時00分

安松町会館 18日 15日 2時30分～3時10分 府営羽倉崎住宅
中央集会所

6日
27日 17日 2時15分～3時15分

西出町会館 11日 8日 2時20分～3時00分 湊町会館 6日
27日 17日 3時40分～4時30分

府営鶴原北住宅集会所 11日 8日 3時30分～4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 13日

3日
24日 1時20分～2時00分

日新小学校南門 12日 2日23日 

金

1時10分～2時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 13日

3日
24日 2時20分～3時20分

野々地蔵町内会館 12日 2日23日 2時50分～3時30分 北中ちびっこ広場 13日 3日
24日 3時30分～4時30分

土丸長生会館 12日 2日23日 3時50分～4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする
場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶理系脳で考える（成毛　
眞）▶歴史の坂道（中村彰彦）▶変形
菌（川上新一）▶相撲見物（伊藤勝治）
【児童書】▶おしりのねっこ（林　
なつこ）▶きみはライオン！（ユ・
テウン）▶てをつなぐ（鈴木まもる）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。

講座「金融トラブルに
巻き込まれないために」

　手口が巧妙化している金融にまつ
わる詐欺の被害に遭わないためのポ
イントや、対処法を紹介します。
日時　1月30日㈫ 午後2時～3時30分
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
講師　近畿財務局職員
申込　1月10日㈬以降に直接また
は電話でレイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館へ
※参加無料

日曜・祝日おはなし会
　絵本の楽しみ方や読み聞かせに
おすすめの絵本の紹介もあります。
家族そろってお気軽に参加してく
ださい。
日時　1月21日㈰ 午後2時～3時

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなど
をします。
日時　1月17日㈬、2月7日㈬・21
日㈬ 午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料

土曜子どもシアター
日時　1月13日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「カンフー・パンダ」（92分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料

場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
出演　クローバー
※申込不要、参加無料

おやこヨガ
　ペアになってスキンシップなどを
行います。
日時　1月31日㈬ 
　　　午前10時30分～11時30分
対象　2歳くらいまでの乳幼児と保護者
定員　10組（先着順）
講師　井上照子さん

（認定こどもヨーガ教師）
持ち物　バスタオル、飲み物
※服装は動きやすいもので
場所・申込　1月10日㈬以降に電話で
レイクアルスタープラザ・カワサキ中
央図書館へ　※参加無料
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
265
回

「
泉
佐
野
の
打
瀬
網
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

新聞の契約は慎重に！

　

今
回
は
、
３
月
25
日
㈰
ま
で
開
催

し
て
い
る
冬
季
企
画
展
「
昔
の
道
具

展 

〜
漁
具
と
く
ら
し
〜
」（
31
ペ
ー

ジ
参
照
）
に
関
連
し
て
、
泉
佐
野
の

漁
業
の
う
ち
「
和
泉
打
瀬
」（
い
ず
み

う
た
せ
）
で
有
名
な
打
瀬
網
業
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

和
泉
地
域
は
、
古
来
よ
り
漁
業
が

盛
ん
で
、代
表
的
な
魚
は
「
チ
ヌ
（
ク

ロ
ダ
イ
）」
で
す
。「
日
本
書
紀
」
に

記
さ
れ
た
「
血
沼
」
の
由
来
譚
が
あ

る
大
阪
湾
で
獲
れ
る
代
表
的
な
魚
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
チ
ヌ
」
と
よ
ば

れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

大
阪
の
商
人
の
話
と
し
て
、
赤
字
よ

り
黒
字
と
い
う
こ
と
で
、
赤
い
真
鯛

よ
り
も
黒
い
鯛
で
あ
る
ク
ロ
ダ
イ
を

正
月
の
睨
み
鯛
に
使
用
す
る
と
い
う

由
来
譚
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
で
も
、
古
く
か
ら
漁
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
今
で
も
佐
野

漁
港
は
大
阪
府
下
有
数
の
漁
獲
量
を

誇
る
港
と
し
て
有
名
で
す
。
泉
州
地

域
で
は
、
打
瀬
網
を
用
い
た
打
瀬
網

漁
が
有
名
で
「
和
泉
打
瀬
」
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
起
源
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
備
前
の

漁
民
が
和
泉
灘
に
来
て
使
用
し
た
も

の
を
堺
浦
の
漁
民
が
模
倣
し
た
こ
と

に
始
ま
る
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
永
禄
年
間
（
１
５
５
８
〜
７
０

年
）
に
三
好
実
休
（
み
よ
し
じ
っ
き
ゅ

う
）
が
幕
府
の
命
に
よ
り
外
国
船
監

視
の
た
め
に
岸
和
田
浦
か
ら
漁
船
を

日
ノ
岬
（
和
歌
山
県
）
へ
派
遣
し
た

際
、
漁
民
が
手
繰
網
漁
中
に
風
で
引

け
ば
楽
に
引
け
る
と
思
い
つ
い
て
始

め
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐
野

浦
も
こ
の
打
瀬
網
を
用
い
た
漁
業
が

盛
ん
で
あ
り
、「
大
阪
府
漁

一
般
」

に
そ
の
様
相
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
に
お
け
る

佐
野
村
で
は
、
人
口
８
，
３
１
９
人
、

戸
数
１
，
５
５
６
戸
を
数
え
、
当
時

の
佐
野
村
の
漁
家
は
１
３
３
戸
（
専

業
漁
家
１
２
７
戸
）、
全
戸
数
の
8.6
％

に
あ
た
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
専
業

漁
家
で
、
隣
接
す
る
鶴
原
村
、
中
之

庄
村
に
比
べ
る
と
約
６
倍
で
、
大
規

模
な
漁
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
、
打
瀬
網
の
数
は

１
８
０
張
を
数
え
、
打
瀬
網
漁
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
史
料
の
佐
野
村
部

分
に
は
、
打
瀬
網
船
と
い
う
項
目
は

見
当
た
ら
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
は

雑
漁
船
が
打
瀬
網
漁
に
使
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
和
泉
打
瀬
」
で

名
を
馳
せ
た
佐
野
浦
で
す
が
、
明
治

末
期
に
漁
家
数
が
減
少
し
は
じ
め
ま

す
。
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
は

１
０
５
戸
、
そ
の
う
ち
専
業
漁
家
は

89
戸
で
し
た
。
漁
家
に
対
す
る
専
業

率
か
ら
み
る
と
１
８
８
２
年
に
比
べ

て
漁
業
者
の
兼
業
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
「
佐
野

統
計
台
帳
」
で
は
打
瀬
網
の
数
は
59

統
に
過
ぎ
ず
、
打
瀬
網
漁
業
の
衰
退

は
明
ら
か
で
す
。

　

衰
退
の
要
因
と
し
て
は
、
巾
着
網

漁
業
が
登
場
し
た
こ
と
、
漁
船
を
持

た
な
い
乗
組
員
（
乗
子
）
が
脱
漁
し

タ
オ
ル
産
業
や
製
線
業
へ
転
業
し
た

こ
と
、
和
歌
山
・
高
知
県
沖
合
へ
の

出
漁
・
鰯
地
引
網
漁
が
衰
退
し
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

打
瀬
網
衰
退
の
頃
に
は
、
佐
野
村
に

も
動
力
漁
船
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
漁

業
に
技
術
革
新
が
み
ら
れ
、
打
瀬
網

か
ら
底
曳
網
へ
と
転
換
、
総
漁
獲
高

も
上
昇
し
ま
し
た
。

　

打
瀬
網
漁
は
、
産
業
の
発
展
や
職

の
多
様
化
、
技
術
革
新
等
に
よ
り
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
新
た
な
革

新
を
み
せ
た
佐
野
の
漁
業
は
、
現
在

で
も
大
阪
の
台
所
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▶
昭
和
40
年
代
の
鰯
漁
の
よ
う
す

【
事
例
１
】

　

高
齢
の
父
が
、
２
年
ほ
ど
前
に

７
年
間
の
新
聞
契
約
を
し
て
い
た
。

最
近
、
目
が
疲
れ
る
と
言
っ
て
新
聞

は
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
い
。
販
売

店
に
解
約
し
た
い
と
連
絡
す
る
と
、

渡
し
た
景
品
代
金
６
万
円
の
一
部

４
万
円
を
支
払
っ
て
く
れ
た
ら
解

約
す
る
と
言
わ
れ
た
。

【
事
例
２
】

　

聴
力
に
衰
え
が
あ
る
高
齢
の
父

が
、
９
年
間
の
新
聞
契
約
を
し
て
い

た
。
同
居
し
て
い
る
親
戚
が
、
景
品

欲
し
さ
に
父
に
き
ち
ん
と
説
明
せ

ず
に
署
名
さ
せ
て
契
約
し
た
よ
う

だ
。
今
、
父
は
支
払
い
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
１
０
０
歳
を
超

え
る
父
に
長
期
契
約
を
勧
め
る
販

売
店
は
、
問
題
で
は
な
い
か
。

【
解
説
】

　

事
例
１
は
、
契
約
書
を
確
認
す
る

と
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い

て
の
記
載
が
不
十
分
で
、
大
阪
府

条
例
で
禁
止
し
て
い
る
長
期
契
約

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞

公
正
規
約
で
決
め
ら
れ
て 

い
る
提

供
で
き
る
景
品
額
（
購
読
料
の
６
ヵ

月
分
の
８
％
）
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

事
例
２
は
、
販
売
店
は
聴
力
に

衰
え
が
あ
る
契
約
者
に
、
契
約
内

容
を
十
分
理
解
さ
せ
ず
契
約
し
た

可
能
性
が
あ
り
問
題
で
す
。
ま
た
、

事
例
１
と
同
様
の
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。

　

訪
問
販
売
で
新
聞
の
契
約
を
し

た
時
は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

契
約
内
容
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て

も
直
ち
に
解
約
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
販
売
店
と
の
話
し
合
い

に
な
り
ま
す
。
数
年
先
か
ら
の
契
約

や
、
契
約
後
に
事
情
が
変
わ
っ
て
購

読
が
で
き
な
く
な
っ
た
な
ど
、
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
も
増
え

て
い
ま
す
。
期
間
を
定
め
な
い
新
聞

契
約
に
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
止
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
新
聞
契
約
を
す
る
と
き
は
】

●
契
約
満
了
ま
で
継
続
し
て
購
読

で
き
る
か
を
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
高
額
な
景
品
に
つ
ら
れ
て
契
約

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
契
約
書
は
必
ず
内
容
を
確
認
し
、

契
約
期
間
中
は
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

　

悩
ん
だ
と
き
は
、
お
気
軽
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分
※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

 メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

イベン
ト

インフ
ォ

インフ
ォ

  メー
ション

  メー
ション

イベン
ト

インフ
ォ

  メー
ション

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

演
劇
集
団
・
サ
ザ
ン
ボ
イ
ス

　

登
場
人
物
に
変
身
！
衣
装
も
ス
テ

キ
！
脳
ト
レ
に
最
高
！

日
時　

第
１
・
３
木
曜
日 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

問
合
先　

野
口（☎

４
６
２・
０
０
５
３
）

■
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
寄
せ
植
え
講
座

　

寄
せ
植
え
に
最
適
な
こ
の
時
期
に
、

水
や
り
の
コ
ツ
や
肥
料
の
豆
知
識
な
ど

を
教
わ
り
な
が
ら
、
実
際
に
植
木
鉢
に

植
え
付
け
て
い
き
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

藪　

晋
一
さ
ん
・
美
紀
さ
ん

（
す
み
れ
の
森
主
宰
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

新
聞
紙
、
薄
手
の
手
袋
（
必

要
な
人
）、
持
ち
帰
り
用
袋
（
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
１
番
大
き
な
袋
く
ら
い
）

申
込　

１
月
11
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
９
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
泉
佐
野
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
し

い
楽
器
体
験
講
座
（
バ
イ
オ
リ
ン
編
）

　

未
経
験
者
も
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん

な
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
奏
で
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
講
師
と
団
員
が
楽
し

く
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日
㈰

●
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

●
午
後
３
時
15
分
〜
４
時
30
分

※
い
ず
れ
か
選
択

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

泉
佐
野
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
講

師
、
団
員

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
や
る
気
と
元
気
が
湧
い
て
く
る

感
情
の
整
理
整
頓
の
３
つ
の
コ
ツ

　

す
べ
て
の
事
柄
を
「
チ
ャ
ン
ス
！
」

に
す
る
と
い
う
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
生
き

方
を
変
え
る
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
の
発

想
で
す
。
こ
の
機
会
に
、「
一
期
一
会

の
空
間
を
楽
し
む
心
」
を
も
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
７
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
下
由
実
さ
ん

（
ほ
め
達
認
定
講
師
）

資
料
代　

１
０
０
円

申
込　

１
月
10
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

親
子
で
ア
イ
シ
ン
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
作
り

　

見
た
目
が
と
て
も
可
愛
く
味
も
美
味

し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
贈
り
物
に
も
最

適
で
す
。
今
回
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
可
愛
い
ク
ッ
キ
ー

を
作
り
ま
す
。
最
近
、人
気
急
上
昇
の「
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ク
ッ
キ
ー
」
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
〜
小
学
６
年
生
の
子
ど
も

と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

髙
木
は
る
奈
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ａ
ア
イ

シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
マ
ス
タ
ー
認
定
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

※
子
ど
も
１
人
追
加
は
＋
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
箱
（
20
㎝
×
15
㎝
×
深
さ
３
㎝

以
上
）

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
２
日
㈮
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に
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文
化
・
教
養

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

〜
絵
て
が
み
書
き
初
め
〜

日
時　

１
月
15
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師

前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

１
月
12
日
㈮
ま
で

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

①
③
…

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師

①
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

②
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

③
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
②
）　

は
さ
み
、
持
ち
帰

り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
１
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
18
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

③
19
日
㈮
今
年
も
き
れ
い
に

メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
作
り

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
心
の
こ
も
っ
た
焼

き
菓
子
を
手
作
り
し
て
贈
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
11
日
㈷ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

■
ポ
ー
セ
リ
ン
ア
ー
ト

（
白
磁
絵
付
け
）
講
座

　

白
磁
に
美
し
い
転
写
紙
か
ら
好
み
の

柄
を
選
ん
で
水
貼
り
し
、
焼
き
付
け
る

食
器
ア
ー
ト
で
す
。
柄
は
、
当
日
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

１
月
31
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

鈴
村
眞
澄
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ 

ベ
ル
主
宰
）

材
料
費　

マ
グ
カ
ッ
プ
１
，０
０
０
円
、

プ
チ
ト
レ
ー
１
，
０
０
０
円
、
レ
ー
ス

皿
１
，３
０
０
円
、四
角
レ
ー
ス
プ
レ
ー

ト
２
，
５
０
０
円

※
複
数
制
作
可

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
20
日
㈯
ま
で

■
節
分
に
食
べ
る
恵
方
巻

（
巻
き
寿
司
）
作
り

　

恵
方
巻
は
、
節
分
に
食
べ
る
と
縁
起
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
な

巻
き
寿
司
を
自
分
で
作
っ
て
食
卓
に
！

日
時　

２
月
２
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
26
日
㈮
ま
で

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚

申
込　

１
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
31
日
㈬
ま
で

■
簡
単
中
華

〜
家
庭
で
作
れ
るや

さ
し
い
中
華
料
理
〜

日
時　

２
月
16
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

鶏
の
唐
揚
げ
、
あ
ん
か
け

焼
き
そ
ば
、
豆
腐
と
干
し
え
び
の
ス
ー

プ
、
り
ん
ご
の
お
ろ
し
あ
え

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

玉
木
英
子
さ
ん

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾申
込　

１
月
12
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
30
日
㈫
ま
で

■
新
春 

お
わ
ら
い
寄
席

〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

日
時　

１
月
28
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

出
演　

泉
佐
野
落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
）

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

■
デ
コ
巻
き
ず
し
講
座

　

パ
ー
テ
ィ
ー
や
手
土
産
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
る
、
切
っ
て
可
愛
い
お
雛
様
の

柄
で
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

う
ず 

ま
き
こ 

さ
ん

（
日
本
デ
コ
ず
し
協
会
委
員
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
16
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
30
日
㈫
ま
で

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

 

■
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
の
「
き
」
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
２
日
〜
23
日
の
毎
週
金
曜

日 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
（
全
４
回
）

■
泉
佐
野
市
吹
奏
楽
団

第
10
回 

定
期
演
奏
会

日
時　

１
月
28
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

曲
目　

千
と
千
尋
の
神
隠
し 

ハ
イ
ラ

イ
ト
、
花
は
咲
く
、
女
流
演
歌
コ
レ
ク

シ
ョ
ン 

ほ
か

問
合
先　

中
川

（
☎
０
９
０
・
９
１
１
０
・
１
６
０
１
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料 

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ら
ぶ
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン

日
時　

２
月
３
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

場
所　

佐
野
公
民
館
３
階
料
理
室

※
現
地
集
合

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

４
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

１
月
13
日
㈯
以
降
に

電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
２
・

２
９
３
９ 
Fax
４
６
４
・
０
４
０
９
）へ
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月

27
日
㈯
ま
で

相　

談

相　

談

■
女
性
弁
護
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

特
設
法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

「
暴
力
」（
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク

ハ
ラ
、
性
暴
力
、
性
犯
罪
）
被
害
に
関

す
る
相
談
や
、
離
婚
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

２
月
24
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
時
間
は
一
人
25
分
で
す
。

場
所　

阪
南
市
役
所
人
権
相
談
室

（
市
役
所
裏
駐
車
場
東
側
）

対
象　

泉
佐
野
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・

熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
に
在
住
・
在

勤
の
人

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う

申
込　

１
月
25
日
㈭
以
降
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分
に
電
話
で
阪
南
市
人
権
推
進

課
（
☎
４
７
１
・
５
６
７
８
）
へ

問
合
先　

阪
南
市
人
権
推
進
課
（
☎
４

７
１・５
６
７
８ 

Fax
４
７
３・３
５
０
４
）、

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６

９
・
７
１
２
５
）

※
相
談
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
半
〜

小
学
３
年

生
）あ
り
、

希
望
者
は

申
込
時
に

■
お
正
月
を
遊
ぼ
う

〜Enjoy N
ew
 Year

〜

　

お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
、
昔
懐
か
し
い

遊
び
や
お
茶
席
な
ど
の
日
本
文
化
を
と

お
し
て
、
外
国
人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
27
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

国
際
交
流
基
金 

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

 
協
力　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス

申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日
㈯
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

（ica

）（
火
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午

後
５
時 

☎
４
６
４・７
２
０
１ 

Fax
４
６

４・
７
１
７
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：ica@

ica.
gr.jp

）
へ　

※
参
加
無
料

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
野
鳥
観
察
会
」

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
に
は
た
く
さ
ん
の

野
鳥
が
飛
来
し
ま
す
。
日
本
鳥
学
会
の

中
村　

進
さ
ん
を
招
き
、
パ
ー
ク
ク
ラ

ブ
の
サ
ポ
ー
ト
で
野
鳥
を
観
察
し
ま

す
。
何
種
類
の
野
鳥
た
ち
に
出
会
え
る

か
な
？
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
10
日
㈯

　
　
　

午
後
０
時
50
分
〜
３
時

※
雨
天
中
止
（
前
日
の
午
後
１
時
ご
ろ

決
定
）

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
無
料
駐

車
場
あ
り

定
員　

20
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
（
あ
れ
ば
）

※
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

ま
た
は
長
靴
で
。
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内

に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

１
月
31
日
㈬
ま
で
（
月

曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
次
の

平
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
4
時
（
１
月
31
日
㈬
は
正
午
ま
で
）

に
電
話
で
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
☎
４
６
７・
２
４
９
１
）
へ

※
参
加
無
料
。

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://i

zum
isano-k

yuryo.jp/

）

か
ら
も
申
込

可

 

■
レ
ッ
ツ
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
今
年
の
節
分
は
手
作
り
で
！
」

〜
巻
き
ず
し
に
挑
戦
〜

日
時　

１
月
23
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

か
ん
た
ん
巻
き
ず
し
、
鰯

の
梅
煮
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ご
ま
和
え
、

赤
だ
し
汁

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
澤
律
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
10
日
㈬

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・４
７
４
４
）
へ

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
細
志
津
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
２
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
９
日
㈫

〜
26
日
㈮
に
受
講
料
を
添
え
て
北
部
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
４
・

５
７
２
５ 

Fax
４
６
９
・
２
２
８
４
）
へ

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
仮
申
込
可

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

相談
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

健　

康

健　

康

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

健
康
推
進
課

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
15
日
㈪ 

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
南
側
）
で
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
お
な
か
ポ
ッ
コ
リ
を
解
消
し
て

ス
ッ
キ
リ
ボ
デ
ィ
を
目
指
そ
う
」

日
時　

１
月
26
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

定
員　

20
人（

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

１
月
５
日
㈮
〜
18
日
㈭
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

■
健
康
教
室
（
予
約
制
）

〜
医
学
的
見
地
よ
り

お
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

【
知
っ
て
得
す
る
！
血
糖
値
・
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
！
】

開
催
日　

１
月
11
日
㈭ 

講
師　

小
松
良
哉
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

申
込　

１
月
10
日
㈬
ま
で
に

 【
知
っ
て
得
す
る
！
骨
粗
し
ょ
う
症
！
】

開
催
日　

２
月
８
日
㈭

講
師　

中
村　

卓
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

申
込　

１
月
10
日
㈬
以
降
に

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
）

※
受
講
無
料

 

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
進
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？
入
浴
困
難
な
高
齢
者
に
も
お

す
す
め
で
す
。

日
時　

１
月
23
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
10
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
気
軽
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
！

　

年
齢
や
経
験
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１
月
29
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

受
講
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
の
運
動
靴
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

１
月
10
日
㈬
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

１
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は

休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室 

■
市
民
大
学
健
康
講
座 

１
月
例
会

「
知
っ
て
お
き
た
い
花
粉
症
の
は
な
し
」

　

病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
、
健

康
講
座
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
健

康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

硲
田
猛
真（
耳
鼻
咽
喉
科 

部
長
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
自
力
整
体
講
座

　

肩
が
凝
る
、
す
ぐ
に
疲
れ
る
な
ど
、

硬
く
な
り
が
ち
な
所
を
ほ
ぐ
し
て
健
康

体
を
取
り
戻
す
手
法
を
学
び
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
上
由
美
子
さ
ん

（
自
力
整
体
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

持
ち
物　

長
め
の
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
運
動
の
し
や
す
い
も
の
で

■
心
と
カ
ラ
ダ
を
ほ
ぐ
す
ヨ
ガ
シ
リ
ー

ズ
第
３
弾　

鼻
ヨ
ガ
講
座

　

副
鼻
腔
炎
、
鼻
づ
ま
り
、
花
粉
症
対

策
に
！
鼻
ト
ラ
ブ
ル
を
改
善
し
快
適
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
鼻
通
り
が
良
く
な

る
と
頭
も
目
も
ス
ッ
キ
リ
し
集
中
力
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

１
月
27
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

農
崎
奈
美
さ
ん

（
日
本
総
合
ヨ
ガ
普
及
協
会
正
指
導
師
）

持
ち
物　

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
、飲
料
水
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

で
も
可
）

※
服
装
は
運
動
の
し
や
す
い
も
の
で

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
20
日
㈯

ま
で

※
受
講
無
料

申
込　

１
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
20
日
㈯

ま
で

※
受
講
無
料 

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

花
粉
症
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文
化
・
教
養

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。

■
地
域
健
康
教
室

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
や
軽
体
操
な

ど
、
1
回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で
す
）。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
１
月
の
テ
ー
マ
】

「
野
菜
い
っ
ぱ
い
簡
単
調
理
法
」
健
康

長
寿
食
を
紹
介
し
ま
す
！

【
２
月
の
テ
ー
マ
】

「
脳
ト
レ
で
若
返
る
！
」
脳
ト
レ
体
操

な
ど
も
実
施
し
ま
す
！

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
健
康

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

場　所 開催日 時　間

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

1月11日
（第2木曜日）

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

1月18日
（第3木曜日）

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

なごみ湯
（笠松1丁目3-23）

2月1日
（第1木曜日）午後2時10分～

※開始10分前より先着順で受付（定員あり）

■
温
水
プ
ー
ル
体
験
教
室

「
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

泳
げ
な
い
人
や
泳
ぎ
に
自
信
が
な
い

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
・
開
催
日
（
各
全
６
回
）

●
木
曜
コ
ー
ス
…
２
月
１
日
〜３

月
８
日

●
金
曜
コ
ー
ス
…
２
月
２
日
〜３

月
９
日

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

※
集
合
時
間
は
午
前
10
時
30
分

場
所　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象　

健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
を
目
的
と
し
た
水
中
運
動
が
可
能

な
市
内
在
住
者

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
回
６
０
０
円

（
60
歳
以
上
は
３
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
９
日
㈫
〜
23
日

㈫
に
本
人
が
国
保
年
金
課
ま
た
は
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
１
０
０

０
）
へ

■
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
体
験
講
座

　

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
は
自
律
神
経

に
働
き
か
け
る
の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
高
い
。
ま
た
、
効
果
的
に
改
良
さ
れ

た
ヨ
ガ
ス
タ
イ

ル
で
様
々
な
静

と
動
の
ポ
ー
ズ

を
流
れ
る
よ
う

に
連
続
的
に
行

う
の
が
特
徴
で

す
。
一
度
体
験

し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

１
月
26
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

●
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
家
和
美
さ
ん

（
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル

で
も
可
）、
飲
料
水
、
タ
オ
ル

※
服
装
は
裸
足
ま
た
は
５
本
指
ソ
ッ
ク

ス
、
運
動
し
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
６
日
㈯

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル

ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習

■
冬
季
企
画
展
「
昔
の
道
具
」

〜
漁
具
と
く
ら
し
〜

日
時　

１
月
13
日
㈯
〜
３
月
25
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
2
月
13
日
㈫

は
休
館 

後
援　

歴
史
街
道
推
進
協
議
会

※
入
館
無
料

■
土
曜
れ
き
し
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
月
）

「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う
！
」

　

日
本
財
団
・
海
の
博
物
館
活
動
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
助
成
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㈯

午
後
２
時
〜
、
３
時
〜
、
４
時
〜

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

協
力　

き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
、
大
阪

湾
見
守
り
ネ
ッ
ト

申
込　

１
月
10
日
㈬
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
参
加
無
料 

■
土
曜
れ
き
し
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
１
月
）

　

新
年
特
別
企
画
で
２
本
立
て
！
お
餅

を
つ
い
て
楽
し
ん
だ
後
は
、
粘
土
で
新

年
の
干
支
の
置
物
を
作
り
ま
す
！

開
催
日　

１
月
14
日
㈰

【
お
餅
を
つ
い
て
み
よ
う
！
】

時
間　

午
前
10
時
〜

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

※
保
護
者
同
伴
で

【
干
支
の
置
物
を
つ
く
ろ
う
！
】

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
、３
時
30
分
〜

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で

講
師　

番
匠
谷
浩
平
さ
ん
（
平
窯
）

参
加
費　

５
０
０
円

（
材
料
費
・
焼
代
含
む
）

い
ず
れ
も

持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
７
１
２
０ 

Fax

４
６
９
・
７
１
２
１
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に 

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

い
ず
れ
も申

込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、
交

流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ
月
健

康
診
査
会
場
（
健
診
セ
ン
タ
ー
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
小
中
学
生
の
陶
芸
教
室

「
お
茶
わ
ん
を
作
ろ
う
」

日
時　

１
月
20
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に

■
恒
例
朝
市

日
時　

１
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

１
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
１
月
12
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
１
月
16
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
１
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
着
付
教
室
…
１
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
は
開
催
日
の
３
日
前
ま
で 

■
親
子
の
絆
を
育
む
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ

ア
＆
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

開
催
日　

１
月
25
日
㈭

【
初
め
て
の
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
】

　

マ
マ
の
あ
た
た
か
い
手
で
、
生
ま
れ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
正
午

対
象　

２
〜
８
ヵ
月
前
後
の
子
ど
も
と

保
護
者

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

【
手
作
り
せ
っ
け
ん
作
り
】

　

粉
せ
っ
け
ん
を
こ
ね
て
、
好
き
な
植

物
の
香
り
の
せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
色
・
香
り
は
選
べ
ま
す
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組(

先
着
順)

■
産
後
の
ケ
ア

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
外
出
し
、
息
抜

き
を
し
ま
せ
ん
か
？
他
の
マ
マ
と
の
会

話
を
楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

〜
体
幹
を
整
え
、

産
後
の
姿
勢
改
善
を
図
る
〜

開
催
日　

１
月
12
日
㈮

講
師　

奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

【
産
後
ヨ
ガ
】

〜
姿
勢
を
良
く
し
、
体
調
を
整
え
る
〜

開
催
日　

１
月
19
日
㈮

講
師　

石
橋
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

い
ず
れ
も

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

※
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am
m
a C
aff é

「SO
RRISO

 BEA
TO

」（
ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至

福
の
微
笑
）

　

子
ど
も
を
つ
れ
て
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！

子
育
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
26
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

１
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
申
込
者
５
人
以
上
で
開
催

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん

（
Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師
）

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

申
込　

１
月
15
日
㈪
以
降
に
電
話
で

※
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
に
お
茶
会
あ

り
（
弁
当
持
参
、参
加
・
出
入
り
自
由
）。

身
長
体
重
が
自
由
に
測
れ
ま
す
。
お
茶

会
の
み
参
加
１
０
０
円 

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
節
分
ご
っ
こ
〜

日
時　

２
月
２
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

つ
く
し
ん
ぼ
の
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も

の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
た
後
、
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時　

１
月
11
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー  

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
９
日
㈫
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

各
種
福
祉

■
愛
の
献
血

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
先　

障
害
福
祉
総
務
課

【
泉
佐
野
消
防
署
】

日
時　

１
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

【
り
ん
く
う
プ
レ
ジ
ャ
ー
タ
ウ
ン 

シ
ー
ク
ル
】

日
時　

２
月
３
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

協
力　

泉
佐
野
青
年
会
議
所

■
映
画
「
葦
牙
（
あ
し
か
び
）」

上
映
会
＆
里
親
相
談
会

　

府
内
で
は
、
様
々
な
事
情
で
家
庭
を

離
れ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
が
約
３
千
人
い
ま
す
。「
葦

牙
」
は
、
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
生
活
す
る
児
童
養
護
施
設

で
、
子
ど
も
た
ち
が
息
づ
く
葦
の
ご
と

く
、
力
強
く
生
き
て
い
る
様
子
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　

相
談
会
で
は
、
里
親
制
度
に
関
心
の

あ
る
人
の
質
問
・
疑
問
に
個
別
に
応
対

し
ま
す
。

　

家
族
、
子
育
て
、
施
設
、
里
親
制
度

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
28
日
㈰

　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
上
映
会
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

熊
取
町
図
書
館

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　

健
康
推
進
課

※
受
講
無
料

■
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
45
回 

作
品
展
」

　

図
画
、
工
作
、
木
工
、
窯
業
、
手
芸
、

織
物
、
書
道
な
ど
の
活
動
で
、
児
童
生

徒
が
一
年
間
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と
創
り

あ
げ
た
作
品
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
30
日
㈫
〜
２
月
１
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
１
月
31
日
㈬
に
バ
ザ
ー（
野
菜
、木
工
、

窯
業
、
縫
製
の
作
品
販
売
）
を
開
催

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。 

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
４・
２
２
５
９

Fax
４
６
２・
５
４
０
０

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

申
込　

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

や
、
こ
れ
か
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
が
対
象
の
講
座
で
す
。
不
安
な
事
や

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。（
聞
く
だ
け

で
も
Ｏ
Ｋ
！
）

日
時　

２
月
３
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
市

内
で
の
活
動
内
容
紹
介
、車
い
す
体
験
、

手
話
体
験 

な
ど

申
込　

１
月
26
日
㈮
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に

※
受
講
無
料 

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
自
ら
の
生
き
が
い
・
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
施
設
な
ど

で
話
し
相
手
や
行
事
補
助
な
ど
の
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
19
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
理
解 

他

対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
・
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

１
月
15
日
㈪
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 
Fax
４
６

２・
５
４
０
０
）
へ 

■
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ウ
エ
ル
カ
ム
交
流
会

日
時　

２
月
２
日
㈮ 

午
後
１
時
30
分
〜

内
容　

●
星　

ま
こ
と
・
大
空
し
の
ぶ
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
…
ぜ
ん
ざ
い
を
無
料
で
食
べ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
て
…
白
井
幸

子
さ
ん
（
泉
佐
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
）
の
講
演

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

主
催　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
22
日
㈪ 

午
前
９
時
以
降
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡 

☎
４
６
４
・
２

５
６
３
）
へ

※
参
加
無
料

主
催　

大
阪
里
親
連
合
会
岸
和
田
支
部

（
ど
ん
ぐ
り
会
）、
大
阪
府
岸
和
田
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
児
童
養
護
施
設 

和
泉
幼
児
院

共
催　

熊
取
町
、
大
阪
府
里
親
支
援
機
関

問
合
先　

大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
里
親
担
当 

岸
和
田
市
宮
前

町
７
番
30
号 

☎
４
４
５・
３
９
７
７ 

Fax

４
４
４・９
０
０
８ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分
）
へ 

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
無
料
駐
車

場
あ
り

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の
】

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
を

対
象
に
、
専
門
職
と
互
い
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
で
す
。
移
動
が
難
し
い
人
で

も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
出
張
し

ま
す
。
地
域
の
サ
ロ
ン
や
空
店
舗
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
「
ぜ
ひ
こ
こ
で
開
催

し
た
い
」
と
希
望
が
あ
れ
ば
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
開
催
情

報
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
協
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７  

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
人
、
ち
ょ
っ
と
時

間
の
空
い
た
人
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
を
飲
み

た
い
人
、
散
歩
途
中
の
ひ
と
休
み
、
待
ち

合
わ
せ
の
場
所
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
ふ
ら
り
と
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
〜
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修

　

昨
年
か
ら
開
始
し
た
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

Ａ
に
従
事
す
る
人
を
養
成
す
る
た
め
の

研
修
で
す
。
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
泉
佐

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈫
・
27
日
㈫
、
３
月

６
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
）

対
象　

訪
問
サ
ー
ビ
ス
Ａ
に
従
事
す
る

こ
と
を
希
望
し
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

１
０
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
１
月
12
日
㈮
〜
２
月
２
日

㈮
に
持
参
か
郵
送
で
高
齢
介
護
課
へ

※
申
込
が
少
な
い
場
合
は
、
中
止
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
子
育
て
支
援
講
座
58

「
ゆ
り
あ
げ
絵
灯
篭
の
イ
ラ
ス
ト
で

被
災
地
を
元
気
に
」

日
時　

２
月
４
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

ウ
ィ
ズ
会
員

■
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
マ
ネ
ー
講
座

「
知
っ
て
お
き
た
い
教
育
費
と
家
計
術
」

　

自
ら
も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
あ
る
講

師
が
家
計
、
奨
学
金
、
保
険
を
中
心
に

お
話
し
ま
す
。
生
活
費
や
子
ど
も
の
教

育
費
、
働
い
て
い
る
の
に
貯
金
が
で
き

な
い
な
ど
、お
金
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
３
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

16
歳
以
上
の
女
性

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

加
藤
葉
子
さ
ん

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

持
ち
物　

保
険
証
券
（
お
持
ち
の
人
の

み
・
コ
ピ
ー
可
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax

４
６
９
・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。 

一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
１

月
25
日
㈭
ま
で
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
９
日
㈫
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ

ズ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６

６
・
１
９
６
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込

時
に

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府
第
42
団

「
新
年
お
楽
し
み
会
」

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
み
ん
な
と
お
餅

や
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
り
、
羽
根
つ
き
を

し
た
り
し
て
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
14
日
㈰ 

午
前
11
時
〜
午

後
２
時
（
受
付
：
10
時
45
分
〜
）

場
所　

泉
佐
野
カ
ト
リ
ッ
ク
天
使
幼
稚

園 

ホ
ー
ル

対
象　

４
歳
以
上
の
女
の
子

※
保
護
者
同
伴
で

参
加
費　

１
０
０
円

持
ち
物　

水
筒
、
上
靴

申
込
・
問
合
先　

１
月
12
日
㈮
ま
で
に
、

お
が
わ
（
☎
０
９
０
・
２
０
４
０
・
８
５

２
０
）
へ 

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

〜
日
根
荘
国
史
跡 

中
世
の
山
城 

土
丸
・
雨
山
城
址
へ
登
る
〜

　

山
頂
か
ら
は
、
関
空
・
淡
路
島
な
ど

が
見
渡
せ
ま
す
。
ミ
ニ
登
山
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
20
日
㈯

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
30
分
頃

※
雨
天
中
止
（
当
日
午
前
７
時
の
降
水
確

率
が
50
％
の
場
合
は
中
止
）。
催
行
確
認

は
当
日
午
前
７
時
以
降
に
緊
急
連
絡
先

（
☎
０
８
０・
３
８
４
９・
３
９
０
１
）
へ

集
合
・
解
散
場
所　
「
東
上
」
バ
ス
停

※
「
日
根
野
」
駅
か
ら
「
東
上
」
バ
ス

停
ま
で
バ
ス
で
約
10
分

コ
ー
ス　

集
合
↓
日
根
神
社
↓
慈
眼
院

↓
土
丸
・
春
日
神
社
↓
土
丸
登
山
口
↓

土
丸
城
址
↓
月
見
亭
↓
雨
山
城
址
（
昼

食
）
↓
馬
場
跡
↓
雨
山
登
山
口
↓
解
散

（
約
８
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８・３
９
０
１ 

Fax
４
１
５

・
１
４
２
７ 

ｅ
メ
ー
ル
：

sanonoeem
on@

rinku
.zaq.ne.jp

）
へ

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。
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文
化
・
教
養

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

■
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
対
人
関
係
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

　

親
し
い
人
に
で
も
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
も
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
家
庭
や

職
場
で
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
26
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
中
妙
子
さ
ん
（
大
阪
心
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・

Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
１

月
13
日
㈯
ま
で
） 

■
関
西
マ
ジ
ッ
ク
界
の
プ
リ
ン
ス
！

「
ユ
ー
ジ
南
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

　

泉
佐
野
市
出
身
の
プ
ロ
マ
ジ
ッ
ク
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
で
、
天
満
天
神
大
道
芸

２
０
１
６
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
特
別
賞
を

受
賞
。
Ｔ
Ｖ
出
演
経
験
も
あ
る
ユ
ー
ジ
南

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
キ
レ
の
あ

る
マ
ジ
ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

日
時　

２
月
11
日
㈷ 

午
後
２
時
〜
３
時

（
開
場
：
１
時
45
分
）

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

２
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

※
小
学
生
未
満
は
入
場
整
理
券
が
必
要

場
所
・
入
場
券
販
売　

１
月
５
日
㈮
以

降
に
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６

９
・
７
１
２
０
）
で

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
） 

■
共
生
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　

大
阪
湾
を
一
望
で
き
る
産
業
廃
棄
物

処
分
場
（
堺
市
）
の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス

の
う
ち
、
約
１
０
０
ha
を
府
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
、

多
様
な
生
き
物
が
暮
ら
す
自
然
豊
か
な

森
林
形
成
を
目
指
す
「
共
生
の
森
」
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
林
の

公
益
的
機
能
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
３
日
㈯

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
頃

※
市
役
所
集
合
・
解
散
。
現
地
ま
で
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
乗
車
。
昼
食
（
う
ど
ん
）

あ
り
、
弁
当
持
参
で
も
可
。
雨
天
中
止

内
容　

苗
木
の
植
樹
体
験
、
野
鳥
観
測

な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

1
月
10
日
㈬
〜
31
日

㈬
に
電
話
で
泉
佐
野
市
林
業
振
興
協
議

会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）
へ

※
参
加
無
料 

■
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

あ
つ
ま
れ
☆
さ
の
キ
ッ
ズ
！

「
こ
ま
の
サ
ー
カ
ス
！
」

　

日
本
独
楽
博
物
館
の
館
長 

こ
ま
の

お
っ
ち
ゃ
ん
が
、
世
界
に
誇
る
投
げ
ゴ

マ
の
技
か
ら
、
デ
ィ
ア
ボ
ロ
、
ベ
ー
ゴ

マ
、
刀
や
扇
子
の
上
で
回
す
曲
芸
な
ど

な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
公
演
後
は
体
験

も
た
っ
ぷ
り
で
き
ま
す
。

開
催
日　

２
月
３
日
㈯

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

①
【
こ
ま
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の
こ
ま
の

サ
ー
カ
ス
】

時
間　

午
後
２
時
〜

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

３
０
０
円

※
３
歳
以
下
無
料
、
障
害
者

割
引
２
５
０
円

②
【
こ
ま
回
し
に
挑
戦
！
】

　

こ
ま
回
し
を
自
由
に
体
験
。

中
国
ゴ
マ
や
ベ
ー
ゴ
マ
も
あ

る
よ
！

時
間　

午
前
11
時
45
分
〜
午
後
０
時
45
分

※
参
加
自
由
、
参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

①
に
参
加
の
人
に
限
り
ま
す
。

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

■
め
っ
ち
ゃ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

ダ
ン
ス 

in 

イ
オ
ン
モ
ー
ル

　

大
阪
府
が
作
っ
た
「
め
っ
ち
ゃ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ダ
ン
ス
」
の
発
表
会
を

行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス

を
踊
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
２
時
、
３
時
〜
４
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野 

１
階
で
あ
い
の
広
場

主
催　

子
ど
も
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
、
大
阪
府
教
育
委
員
会

問
合
先　

大
阪
府
教
育
庁
保
健
体
育
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
９
３
６
６
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/hoke

ntaiku/kyougisupo-tutop/dan
ce_aeon.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
（
子
ど
も
は
年
齢

も
）・
連
絡
先
を
明
記
し
、
泉
佐
野
お
や

こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１
５・
０
２
２
２

ｅ
メ
ー
ル
：izum

isanooyako@
ri

nku.zaq.ne.jp

）
へ 

※各施設の受付時間は、27ページをご覧ください。
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

寄付（図書購入のために）
【11月受付分】
●10万円…国際ソロプチミスト
大阪－りんくう 

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（11月受付分）
●10万円…人生道場
●1万円…泉佐野モラロジー事務所
●2,100円…下瓦屋南町（保育園）
●ベルマーク675点分…匿名
●ベルマーク302.8点分…匿名

ご加入ください！
勤労者福祉共済

　勤労者福祉共済は、市内の中小
企業の従業員と事業主の福利厚生
を援助する制度です。市がセン
ター運営の事務費などを負担し、
会員のみなさんからの会費は、す
べて福利厚生、給付などの事業と
して還元されています。
事業内容
●給付…結婚祝、出産祝など
●健康…人間ドック補助、健康
講座の開催など
●福利厚生…映画券・入浴券の割
引販売、宿泊施設の割引、阪神タ
イガース・オリックスバファロー
ズ観戦券、東京ディズニーリゾー
ト・USJの割引、バスツアーなど
●文化…ビジネスマナー教室、
テーブルマナー教室、ガーデニ
ング教室など
※会員には毎月発行の会報「風」
でお知らせしています。
加入できる人
●事業所加入…市内の会社・商
店などの事業主と従業員（パー
ト・アルバイトを含む）
●個人加入…勤労する市内在住
者、市内在勤者（パート・アル
バイトを含む）
入会金　500円
会費（月額）　800円
※原則として、事業主は従業員
の会費1/2以上を負担
申込・問合先　泉佐野市勤労者
福祉共済サービスセンター
（まちの活性課内 ☎469-3131）
※詳しくはホームページ（http:
//izumisano.kinpuku.zenpuk
u.or.jp/）をご覧ください。連絡
いただければ、事業内容・加入
手続などの説明に伺います。 

関空就職フェア2018
　関空関連企業20社（予定）に
よる就職面接会です。障害者や
外国人留学生の採用に積極的な
企業も多数参加します。また、
就職活動に役立つセミナー（予
約優先）も開催します。
※企業説明やセミナーのみの参
加も可
日時　1月26日㈮ 
　　　午後1時30分～4時
場所　スターゲイトホテル関西
エアポート 4階（南海・JR「り
んくうタウン」駅下車すぐ）
問合先　ハローワーク泉佐野
（☎463-0565 部門コード41＃）
※参加無料。詳しくは問い合わせ

“わたしがいきてる仕事”に
出会う、おとなの文化祭
～女性の人生を豊かに磨く

体験＆セミナー～
　ライフスタイルの充実につな
がる体験ブース、多様な仕事と
出会える企業ブース、女性が抱
える悩みについて専門家に相談
できる「お悩み相談会」、仕事と
子育ての両立セミナーなど、多
数のコンテンツをお届けします。
日時　2月1日㈭～3日㈯
場所　OSAKAしごとフィールド
問合先　府 雇用推進室就業促進課
　　　　（☎06-6360-9073）
※参加無料。申込方法など、詳し
くはホームページ（「はたらく学校
文化祭」で検索）をご覧ください。

市有建築物の
有効活用事業者募集

場所　鶴原1611-3
　　　（旧「だんらん」跡）
募集要項配布　1月9日㈫～15日
㈪（土・日曜日、祝日除く）午前
9時～午後5時に高齢介護課で
申込・問合先　1月25日㈭～31日
㈬（土・日曜日除く）午前9時～
午後5時に高齢介護課へ
※応募資格など、詳しくは募集要
項をご覧ください。募集要項は市
ホームページからダウンロードも
できます。

就労支援フェア2018・高年齢者雇用促進フェア
　～合同就職面接会・各種相談会（参加無料）～

　就職困難者（＊）、未就職卒業者、就職を
希望する人を対象に「合同就職面接会」を開
催します。ぜひ、参加してください。また、専門相談員による各種
就労相談や「仕事説明会」も実施します。
日時　1月20日㈯ 午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール 2階
内容　合同就職面接会、各種専門相談（障害者・女性〔ひとり親家
庭の親〕・中高年齢者・若年者・シルバー人材センター相談、福祉の
仕事相談など）、職業適性検査、㈱セブン‐イレブン・ジャパン仕事
説明会、農業セミナー、農業相談
参加企業　市内をはじめ府内などの事業所（16社出展予定）
主催　泉佐野市、泉佐野商工
会議所、大阪府総合労働事務所
問合先　まちの活性課
　　　　（☎469-3131）

（＊）就職困難者…障害者、ひとり親
家庭の親、中高年齢者（45歳以上）、
就労経験の少ない若年者などで、働く
意欲がありながら、年齢・身体的機能・
家族構成・出身地など様々な要因で、
雇用・就労を実現できない人

同窓会応援！掲示板
日新小学校 同窓会
（平成5〔1993〕年卒業）

日時　2月18日㈰ 午後0時30分～
　　　（受付：正午～）

場所　まる りんくう店（りんくう
ゲートタワービル25F）
対象　市立日新小学校 平成5年3
月卒業生〔昭和55年4月2日～昭
和56年4月1日生まれ〕
会費　男性5,500円、女性4,500円
問合先　田原〔たはらこ〕
（ ☎090-4300-4089 LINE ID：
zzz.re5re5）

てください。外国人留学生は、大
阪外国人雇用サービスセンター
（☎06-7709-9465）へ 問い合わ
せてください。
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広

告

採用・募集採用・募集

市 任期付短時間勤務職員
【介護保険認定調査員】
採用予定人数　1人
業務内容　高齢介護課における
介護保険法に基づく認定調査お
よび介護保険業務、その他これ
に関連する業務
受験資格　介護支援専門員の資
格および普通運転免許を有する人

【生活福祉担当職員】
採用予定人数　1人
業務内容　生活福祉課における
医療・介護・経理事務、その他
これに関連する業務
受験資格　パソコン操作ができ
る人

【家庭児童相談員】
採用予定人数　1人
業務内容　家庭児童相談業務、
その他これに関連する業務
受験資格　ホームページをご覧
ください。

【保健師（健康推進課）】
採用予定人数　4人
業務内容　健康推進課における
保健予防事業、その他これに関
連する業務
受験資格　保健師助産師看護師
法による保健師免許および普通
運転免許を有する人（3月末ま
でに取得見込み含む）

【事務職】
採用予定人数　5人
業務内容　市政業務全般
受験資格　普通運転免許を有し、
パソコン操作ができる人

【青少年課職員】
採用予定人数　1人
業務内容　青少年健全育成（ジュ
ニアリーダー育成）業務におけ
る指導、助言、企画立案、その
他これに関連する業務

自衛官候補生
　所要の教育を経て、3ヵ月後に
2等陸・海・空士に任用されます。
対象　日本国籍を有する18歳以
上27歳未満の人
受付期間（男子）　年間を通じて
行っています。
問合先　
自衛隊大阪地方協力本部 岸和田
地域事務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。 

府立
南大阪高等職業技術専門校

（平成30年4月入校）
募集科目・訓練期間・対象
●自動車 車体整備科・2年・18
歳以上34歳以下
●電気主任技術科・2年・18歳
以上
●情報通信科・1年・18歳以上
34歳以下（高卒以上）
●製造化学科・1年・18歳以上
●Webシステム開発科・1年・
18歳以上34歳以下
定員　各30人
願書受付　1月5日㈮～24日㈬に
ハローワークで
試験日　2月16日㈮
合格発表　2月22日㈭
入校日　4月11日㈬
授業料　年間118,800円（所得
などによる免除制度あり）、入校
選考料、入校料、教科書など実費
問合先　大阪府立南大阪高等職
業技術専門校（和泉市テクノス
テージ2丁目3-5 ☎0725-53-
3005 Fax0725-53-3015 ホー
ムページ：http://www.pref.o
saka.lg.jp/tc-miosaka/）

【見学会】
日時　1月12日㈮（体験実習あ
り）・22日㈪、2月9日㈮ 午後
1時15分～
※申込不要、参加無料

受験資格　普通運転免許を有し、
パソコン操作ができる人

【農林水産担当職員】
採用予定人数　1人
業務内容　農薬・肥料販売業の
届出受理および販売者への指導
監督などに関する業務、農林水
産に関する届出受理、登録、指
導などに関する業務、その他農
林水産に関連する一般業務
受験資格　農薬および肥料に関
する知識を有し、農業関連業務
での実務経験があり、普通運転
免許を有し、パソコン（ワード・
エクセル）操作ができる人

いずれも
採用予定日　4月1日
試験日　1月28日㈰
申込・問合先　1月4日㈭～17日
㈬（土・日曜日、祝日除く）に
人事課へ
※国籍は問いません。詳しくは問
い合わせてください。募集要項は、
ホームページ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/somu/
jinji/menu/saiyo.html）からダウ
ンロードもできます。
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第25回泉佐野市民健康マラソン大会が開催
　　　11月19日㈰、りんくう公園において、市民健
康マラソン大会が開催されました。ファミリー、2㎞・
3㎞・8㎞の部があり、関空をバックにマーブ
ルビーチ沿いのコースを、幼児からシニアま
で、たくさんの人が健脚を競いました。

天使幼稚園園児が勤労感謝の日の花束贈呈
　　　11月22日㈬、天使幼稚園の園児のみなさんが、
市役所に勤労感謝の花束を届けに来てくれました。八
島副市長と奥教育長が園児から花束を受け取り、お礼
を述べました。

災害廃棄物等の処理に関する協定を締結
　　　11月16日㈭、大規模な災害が発生した場合に
市の要請に基づき、災害廃棄物等の撤去や収集・運搬
などの業務について、可能な範囲で支援協力を行って
いただく協定を、泉佐野清掃事業協同組合および泉佐
野市清掃事業協同組合と締結しました。

皇帝ダリア鑑賞会が開催されました
　　　11月23日㈷、末広公園（山側）においてボラ
ンティア団体「泉佐野皇帝ダリアの会」のみなさんが
育てられた皇帝ダリアの鑑賞会が開催されました。皇
帝ダリアは背丈が大きく成長する品種で、３
メートルほど成長し、淡いピンクのきれいな
花を咲かせていました。

りんくうプレミアム・アウトレットでさのまち処市
　　　11月19日㈰、りんくうプレミアム・アウトレッ
トにおいて、本市と同じ「さの」という地名から交流
を深めている栃木県佐野市と本市の特産品をPRする物
産展「さのまち処市 in りんくうプレミアム・アウト
レット」が開催されました。佐野ブランドキャラクター
「さのまる」と、本市の公式キャラクター「イヌナキン」
も会場に登場しました。

皇帝ダ 鑑賞会が開催さ ま た

プ

AR
動画

AR
動画

金婚を祝う会が開催されました
　　　10月26日㈭、りんくうタウンにある結婚式場
「ザ・ジョージアンテラス」において、婚姻満50年を
迎えられたご夫婦の長寿を祝って、「金婚を祝う会」
が開催され、74人が参加されました。今回出席された
ご夫婦がご結婚された昭和42年は、ミニスカートが大
流行し、大きな社会現象となりました。

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
このマークがついている画像は、スマートフォンなどのアプリ
をインストールすることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、下記のQRコードより市のホームページ

（http://www.city.izumisano.lg.jp/shiho/AR.html）にアクセスし、
AR（拡張現実）技術を使った無料アプリをダウンロードしてください。

AR
動画
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泉佐野りんくう映画祭が開催されました
　　　11月26日㈰、りんくうタウン駅ビル「星の広場」
において「泉佐野りんくう映画祭」が開催されました。
泉州出身の岸本景子監督さんの作品「ある夏の送り火」
や沖縄の「子ども社長クリエイタースクール」といっ
たショートフィルムの他、J:COMりんくうさんのご
協力による「ミニオンズ」などが上映されま
した。また、「ストリートピアノ」の寄贈式と
ミニコンサートも開催されました。

泉の森広場で農業祭が開催されました
　　　12月2日㈯、レイクアルスタープラザ・カワサ
キ泉の森広場において「泉佐野市農業祭」が開催され、
たくさんの人で賑わいました。ひねのこども園鼓笛隊
やミナトレンヂさん、祭三吉さんなどがステージで盛
り上げていただき、「特産品相互取扱協定」を
締結した自治体から11の自治体がブースを出
して特産品を展示・販売していました。

国際都市宣言記念イベントが開催されました
　　　昨年の3月23日に本市が「国際都市宣言」を行っ
たことを記念し、いこらも～る泉佐野において国際都
市宣言記念イベント「IZUMISANOから世界へ」が12
月9日㈯に開催されました。中国の伝統楽器である二
胡やモンゴル国の伝統楽器である馬頭琴の演
奏、NPO法人 泉佐野地球交流協会の協力によ
る各国民族衣装試着体験などが行われました。

第５回いずみさの検定の表彰式
　　　11月3日㈷にいずみさの検定を実施し、1級か
ら3級まで、のべ90人が受験しました。合格した62人
の中から各級の高得点者で、優秀な成績を収められた
人に対し、11月25日㈯に千代松市長から表彰状とい
ずみさの通（認定証）を贈呈しました。

市内小・中学生がバトンで全国大会に出場
　　　2017JAPAN CUPマーチングバンド・バトン
トワリング全国大会団体の部で第3位の成績を収めら
れた上　心優さん（小学5年生・前列中）、上　佳加さ
ん（小学2年生・同左）、北野陽香さん（中学3年生・
同右）が11月29日㈬に市役所を訪問してくれました。
心優さんは、個人の部でも第4位の成績を収められま
した。

南條亮ジオラマ記念館がオープン
　　　12月3日㈰、いこらも～る泉佐野において「南
條亮ジオラマ記念館」オープニングセレモニーが開催
されました。展示されているジオラマは、明治から昭
和までの激動の時代を躍動感溢れる人形などで表現さ
れており、当時の日本を若い世代や子どもたちに伝え
るために、教育分野での活用なども期待できます。

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

AR
動画

AR
動画

AR
動画

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　●新婚カップルの写真　　●同窓会の情報　　●地元企業　★募集しています！
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　11月分 約3,591ｔ（前年同月比 ＋7＋7.77.77％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
11月末日現在11月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,735人○ 市内人口　100,735人（（－61－61人）人）
○○ 男　　　　  48,625人 男　　　　  48,625人（（－23－23人）人）
○○ 女　　　　  52,110人 女　　　　  52,110人（（－38－38人）人）
○○ 世帯数　　  46,157世帯（－16世帯） 世帯数　　  46,157世帯（－16世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

　運転免許証を自主返納した
65歳以上の高齢者に
「さのぽ」ポイントを進呈　

　12月1日以降に自主返納した高齢者に、泉佐野地
域ポイント「さのぽ」10万ポイントを進呈します。
対象　
市内に住所を有し、自主返納時満65歳以上の人
定員　100人（申込多数の場合は抽選）
※抽選の場合は、当選者のみ通知します。
申込・問合先　1月10日㈬～31日㈬（ 当日消印有効）
に便箋などに「私は、運転免許証を自主返納しま
したので、関係書類を添えて申請します。」、氏名、
住所、生年月日、年齢、電
話番号を記入し、「運転経歴
証明書」の写しまたは「申
請による運転免許の取消通
知書」の写しを同封し、郵
送で〠598-8550 泉佐野市
役所 道路公園課へ

　自転車保険などの保険料を
「さのぽ」ポイントで助成　

　自転車保険などへの加入を促進するため、保険料の一部
を泉佐野地域ポイントで助成（上限：2千ポイント）します。
※保険料が2千円に満たない場合は、その金額相当分
のポイントとします。
対象　平成29年12月1日以降に自転
車事故の補償を対象とする保険また
は特約に加入した市民（保険名義人）
定員　400人（先着順）
※予算が無くなり次第終了します。
申込・問合先　1月10日㈬～2月28日㈬（当日消印有効）
に便箋などに「私は、自転車保険などに関する泉佐野地域
ポイントについて、関係書類を添えて申請します。」、氏名、
住所、生年月日、年齢、電話番号を記入し、12月1日以降
に自転車保険などに加入したことがわかる証明書の写し、
自転車保険などの金額がわかる領収書の写し、保険名義人
が市内に住所を有することがわかる身分証明書の写しを
同封し、郵送で〠598-8550 泉佐野市役所 道路公園課へ 

 30歳の成人式 in 泉佐野
　次代を担う30歳の新たな門出を祝
うイベントです。本市出身の古谷あつ
みさん（JR西日本の元駅員で現在は
鉄道タレントとして活躍中）をMCに
迎え、参加者同士の交流を中心とした

アトラクションや抽選会を予定しています。会場
BGMは、地元出身のピアニスト 
東森文菜さんが、この30年間の
ヒットメドレーを生演奏！母校
の校歌も演奏されるかも？
　泉佐野の土地、空気、料理、
懐かしい仲間、新しい仲間に会
いに来ませんか？
日時　2月10日㈯ 
　　　午後4時～6時
場所　エブノ泉の森 
　　　レセプションホール
内容　
●第一部 式典…

午後4時～4時30分
●第二部 交流会・ブッフェ…

午後4時30分～6時
対象　
昭和62年4月2日～昭和63年4月1
日生まれで、泉佐野市出身・在住
など、泉佐野市にゆかりのある人
定員　100 人（先着順）
参加費　1,000円
　　　　（飲食代含む）
申込　QRコードからインター
ネットの応募フォームで
問合先　政策推進課

ジモト満載 えぇ街でおま！
～公開生放送観覧者募集～

　J:COM チャンネル（地デジ11ch）で放送中の番
組「ジモト満載 えぇ街でおま！」の公開生放送が行
われます。
　当日は生放送を中心に、観て、参加して楽しめる
地元ケーブルテレビならではのイベント構成でお届
けしますので、みなさん奮ってご応募ください！
日時　2月3日㈯ 午後2時～3時
場所　有限会社 北庄司酒造店 蔵しっくホール
出演者　司会：笑福亭鶴光　アシスタント：田口万莉 
　　　　ゲスト：千代松泉佐野市長 ほか
定員　100人（応募多数の場合は抽選）
申込　応募ホームページでご確認
ください。（「myjcom　イベント」
で検索し、応募してください）
問合先　
J:COMカスタマーセンター
（フリーダイヤル 0120-999-000） 

北回り

いずみさのCommunity Bus

▲古谷あつみさん

▲東森文菜さん

▶
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲蔵しっくホール
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